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議案第45号 都市魅力 5 吹田市立中の島スポーツグラウンド完成予定図 塩 見

議案第47号 福 祉 7
「吹田市介護老人保健施設及び一般財団法人吹田市介護老人保
健施設事業団の今後のあり方に関する方針」素案と確定版　新
旧対照表

五 十 川 矢 野

議案第47号 福 祉 9 事業譲渡の成立時及び不成立時における今後のスケジュール 五 十 川

議案第47号 福 祉 11
吹田市と吹田市介護老人保健施設事業団（理事会、評議員会を
含む。）及び事業団職員等との協議や説明の経緯並びに使用し
た資料

五 十 川 柿 原

議案第47号 福 祉 13 譲渡予定対象備品一覧 五 十 川

議案第47号 福 祉 14
吹田市介護老人保健施設及び一般財団法人吹田市介護老人保健
施設事業団の今後のあり方に関する方針の実施における事業団
と吹田市の役割

五 十 川

議案第47号 福 祉 15 吹田市介護老人保健施設における入所者の認定区分 五 十 川

議案第47号 福 祉 16 吹田市介護老人保健施設の土地鑑定に係る予算流用詳細 柿 原

議案第47号 福 祉 17 一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団定款 柿 原

議案第47号 福 祉 24
吹田市介護老人保健施設及び一般財団法人吹田市介護老人保健
施設事業団の今後のあり方に関する方針（素案）に対するパブ
リックコメントで寄せられた全ての意見

柿 原

議案第47号 福 祉 68 市内民間介護老人保健施設の稼働状況 矢 野

議案第47号 福 祉 69
吹田市介護老人保健施設及び一般財団法人吹田市介護老人保健
施設事業団の今後のあり方に関する方針における大規模改修
費・解体撤去費の積算根拠

矢 野

議案第47号 福 祉 70
公設の介護老人保健施設を民間に事業譲渡した近隣自治体の主
な事例

矢 野

議案第47号 福 祉 71 買戻し特約の詳細 矢 野
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議案第 47号参考資料 

福祉部高齢福祉室 

 

譲渡予定対象備品一覧 

 

品目 主な品名 

電子機器・OA機器 
ICレコーダー、ノートパソコン、プロジェクター、液晶

テレビ、複合プリンターなど 

家具 
OAチェア、応接椅子、会議机、安楽椅子、食堂机、ベッ

ド、ベンチなど 

医療機器 
パルスオキシメーター、血圧計、心電計、吸引器、車椅

子体重計、滅菌器、煮沸消毒器、錠剤粉砕機など 

厨房機器 
オーブン・レンジ、ガスレンジ、ミキサー、ガス釜、食

器洗機、配膳台、包丁・まな板殺菌庫など 

入浴・衛生用品 

シャワーチェア、ポータブルトイレ、タオル蒸し器、ウ

ォームレット、シャワー用車椅子、ドライヤー、入浴用

椅子など 

車椅子・移動補助具 
車椅子各種、歩行器、歩行車、リクライニング車椅子、

押し車、手すり、車椅子用スロープ、四脚杖など 

リハビリ・訓練器具 訓練器具、握力計、マット付プラットホームなど 

家電製品 
洗濯機、乾燥機、冷蔵庫、冷凍・冷蔵庫、掃除機、除湿

機、スポットクーラーなど 

収納・保管 
更衣ロッカー、物置、収納庫、医療用器具戸棚、薬品戸

棚、キャビネットなど 

その他 
自転車、電動自転車、傘置台、単車、身体障がい者等輸

送車、刈掃機、電気ドリル、粘土作品乾燥棚など 
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事業団 市

1 必要となる予算措置 ○

2 条例・規則等の改廃手続き ○

3 譲渡先法人の選定 ○

4 入所者への対応 ○ ○

5 事業団職員への対応 ○ ○

6 関係者（地域のボランティア等）への説明・周知 ○ ○

7 事業団清算手続き ○

※役割分担の該当箇所に「〇」を記載

吹田市介護老人保健施設及び一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団の
今後のあり方に関する方針の実施における事業団と吹田市の役割

議案第47号参考資料
福祉部高齢福祉室

内容

役割分担※
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議
案
第
4
7
号
参
考
資
料

福
祉
部
高
齢
福
祉
室

認
定
区
分

長
期
入
所
人
数

短
期
入
所
人
数

入
所
者
計

割
合

要
介
護
度
１

7人
0人

7
人

1
0
.
1
%

要
介
護
度
２

11
人

0人
1
1
人

1
5
.
9
%

要
介
護
度
３

16
人

0人
1
6
人

2
3
.
2
%

要
介
護
度
４

27
人

1人
2
8
人

4
0
.
6
%

要
介
護
度
５

7人
0人

7
人

1
0
.
1
%

合
計

68
人

1人
6
9
人

1
0
0
%

平
均
要
介
護
度

要
介
護
度
3.
24

要
介
護
度
4.
00

要
介
護
度
3
.
2
5

-

※
令
和
８
年
（
20
26
年
）
５
月
31
日
時
点

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
認
定
区
分
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議案第 47号参考資料 

福祉部高齢福祉室 

 

吹田市介護老人保健施設の土地鑑定に係る予算流用詳細 

 

１ 流用理由 

 令和８年（2026 年）５月定例会に吹田市介護老人保健施設の事業譲渡に係る関連議

案を提案するにあたり、本市としての意思決定の過程において、当該施設の土地及び建

物の適正な経済価値を把握する必要があったが、令和８年１月 15 日開催の企画会議で

方向性が確認された時点では、令和８年２月定例会での予算提案に間に合わなかったこ

とから、流用による緊急的な財源措置を行ったもの。 

 

２ 執行科目及び執行額 

 令和７年度（2025年度）一般会計 

 （款）民生費 （項）社会福祉費 （目）老人福祉費 

 （大事業）介護保険サービス整備等事業 （小事業）介護保険施設管理事業 

 （節）役務費 （細節）手数料 （細々節）不動産鑑定手数料 

 執行額 838,200円 

 

３ 流用財源科目及び流用額 

 令和７年度（2025年度）一般会計 

 （款）民生費 （項）社会福祉費 （目）老人福祉費 

 （大事業）介護保険サービス整備等事業 （小事業）介護保険施設管理事業 

 （節）需用費 （細節）修繕料 

 流用額 838,200円 

 

４ 流用財源の余剰理由 

 同目内の介護保険施設管理事業の修繕料において不用額が発生する見込みであった

ため。 

 

５ 流用決裁日 

 令和８年２月 27日 
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議案第 47 号参考資料 

福祉部高齢福祉室 

(1) 

 

 

一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団定款 

 

第 1 章 総則 

（名称） 

第 1 条 この法人は、一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団（以下「事業団」と

いう。）と称する。 

（事務所） 

第 2 条 事業団は、主たる事務所を大阪府吹田市に置く。 

第 2 章 目的及び事業 

（目的） 

第 3 条 事業団は、高齢者等に対する保健、医療、福祉対策の円滑な推進を図るため、

在宅介護に供する事業並びに調査、研究事業及び関係諸団体の協力を得て介護老人保

健施設の運営を行い、もって市民の福祉の向上に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第 4 条 事業団は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

（1）高齢者等の保健、医療に関する相談及び指導並びに知識の普及啓発事業 

（2）高齢者等の保健、医療に関する調査研究事業 

（3）吹田市介護老人保健施設の受託運営事業 

（4）高齢者等の保健、福祉に関する事業 

（5）施設での教育・実習事業 

（6）介護保険に関する事業 

（7）その他事業団の目的を達成するために必要な事業 

2 前項の事業は、大阪府内において行うものとする。 

第 3 章 資産及び会計 

（基本財産） 

第 5 条 事業団の目的である事業を行うために不可欠な次の財産は、事業団の基本財産

とする。 

(1) 一般財団法人への移行時の基本財産として、別表で特定された財産 

(2) 基本財産とすることを指定して寄付された財産 

(3) 理事会及び評議員会で基本財産に繰り入れることを決議した財産 

2 基本財産は、事業団の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しなけ

ればならず、基本財産の一部を処分しようとするとき及び基本財産から除外しようと

するときは、あらかじめ理事会及び評議員会の承認を要する。 

（事業年度） 

第 6 条 事業団の事業年度は、毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 

（事業計画及び収支予算） 

第 7 条 事業団の事業計画書及び収支予算書については、毎事業年度開始の日の前日ま

でに、理事長（第 23 条第 4 項に規定する代表理事をいう。以下同じ）が作成し、理事

会の決議を経て、評議員会の承認を受けなければならない。これを変更する場合も同

様とする。 

2 前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置く
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(2) 

 

ものとする。 

（事業報告及び決算） 

第 8 条 事業団の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長が次の書類

を作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。 

（1）事業報告 

（2）事業報告の附属明細書 

（3）公益目的支出計画実施報告書 

（4）貸借対照表 

（5）正味財産増減計算書 

（6）貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書 

2 前項の承認を受けた書類のうち、第 1 号、第 3 号、第 4 号及び第 5 号の書類について

は、定時評議員会に提出し、第 1 号及び第 3 号の書類についてはその内容を報告し、

その他の書類については、承認を受けなければならない。 

3 第 1 項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に 5 年間備え置くとともに、定款を主

たる事務所に備え置くものとする。 

4 第１項第 3 号の書類については、一般の閲覧に供するものとする。 

（剰余金の分配の制限） 

第 9 条 事業団は、剰余金の分配をすることができない。 

第 4 章 評議員 

（評議員の定数） 

第 10 条 事業団に評議員 8 名以上 12 名以内を置く。 

（評議員の選任及び解任） 

第 11 条 評議員の選任及び解任は、評議員会において行う。 

（評議員の任期） 

第 12 条 評議員の任期は、選任後 4 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す

る定時評議員会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

2 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評

議員の任期の満了する時までとする。 

3 評議員は、第 10 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により

退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を

有する。 

（評議員の報酬等） 

第 13 条 評議員に対して、各年度の総額が 25 万円を超えない範囲で、評議員会におい

て別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を、報酬として支給することが

できる。 

第 5 章 評議員会 

（構成） 

第 14 条 評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 

（権限） 

第 15 条 評議員会は、次の事項について決議する。 

（1） 評議員、理事及び監事の選任又は解任 

（2） 理事及び監事の報酬等の額 
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（3） 評議員に対する報酬等の支給の基準 

（4） 貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認 

（5） 定款の変更 

（6） 残余財産の処分 

（7） 基本財産の処分又は除外の承認 

（8） その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

（開催） 

第 16 条 評議員会は、定時評議員会として毎事業年度終了後 3 ヶ月以内に 1 回開催する

ほか、必要がある場合に随時開催する。 

（招集） 

第 17 条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理事

長が招集する。 

2 評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議

員会の招集を請求することができる。 

3 評議員会を招集する場合は、理事長は、評議員会の日の 7 日前までに、評議員に対し

て、会議の日時、場所、目的である事項並びにその他必要な事項を記載した書面をも

って、通知を発しなければならない。 

4 前項の規定にかかわらず、評議員全員の同意があるときは、招集の手続きを経ること

なく、評議員会を開催することができる。 

（議長） 

第 18 条 評議員会の議長は、出席した評議員の互選により定める。 

（決議） 

第 19 条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員

の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員

を除く評議員の 3 分の 2 以上に当たる多数をもって行わなければならない。 

（1） 監事の解任 

（2） 評議員に対する報酬等の支給の基準 

（3） 定款の変更 

（4） 基本財産の処分又は除外の承認 

（5） その他法令で定められた事項 

3 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第１項の決議を

行わなければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 23 条に定める定数を上回

る場合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達する

までの者を選任することとする。 

（決議の省略） 

第 20 条 理事が評議員会の目的である事項について提案をした場合において、その提案

について、議決に加わることができる評議員の全員が書面又は電磁的記録により同意

の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の評議員会の決議があったものとみ

なす。 

（報告の省略） 

第 21 条 理事が評議員の全員に対し、評議員会に報告すべき事項を通知した場合におい
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て、その事項を評議員会に報告することを要しないことについて、評議員の全員が書

面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、その事項の評議員会への報告

があったものとみなす。 

（議事録） 

第 22 条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

2 議長及び会議に出席した評議員及び理事のうちから選出された議事録署名人 2 名は、

前項の議事録に記名押印する。 

第 6 章 役員 

（役員の設置） 

第 23 条 事業団に、次の役員を置く。 

（1） 理事 8 名以上 12 名以内 

（2） 監事 2 名以内 

2  理事のうち 1 名を理事長とする。 

3  理事長以外の理事のうち、1 名を副理事長、1 名を専務理事、1 名を常務理事とする。 

4 第 2 項の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一般法

人法」という。）の代表理事とし、前項の副理事長、専務理事及び常務理事をもって同

法第 91 条第 1 項第 2 号の業務執行理事とする。 

（役員の選任） 

第 24 条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。 

2 理事長、副理事長、専務理事及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選

定する。 

3 理事のうち、理事のいずれか 1 名とその配偶者又は三親等内の親族その他特別の関係

にある者の合計数は、理事総数の 3 分の 1 を超えてはならない。 

（理事の職務及び権限） 

第 25 条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執

行する。 

2 理事長は、法令及びこの定款で定めるところにより、事業団を代表し、その業務を執

行し、副理事長、専務理事及び常務理事は、理事会において別に定めるところにより、

事業団の業務を分担執行する。 

3 理事長、副理事長、専務理事及び常務理事は、毎事業年度に 4 ヶ月を超える間隔で 2

回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。 

（監事の職務及び権限） 

第 26 条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を

作成する。 

2 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、事業団の業務及び財

産の状況の調査をすることができる。 

（役員の任期） 

第 27 条 理事の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時評議員会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

2 監事の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評

議員会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

3 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 
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4 理事又は監事は、第 23 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任

により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事として

の権利義務を有する。 

（役員の解任） 

第 28 条 理事又は監事が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって解

任することができる。 

（1） 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

（2） 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

（役員の報酬等） 

第 29 条 理事及び監事に対して、評議員会において別に定める総額の範囲内で、評議員

会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を報酬等として支給す

ることができる。 

（役員の損害賠償責任の免除） 

第 30 条 事業団は、理事又は監事の一般法人法第 198 条において準用される同法第 111

条第 1 項の規定の賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合には、理事会

の決議によって、賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を限

度として、免除することができる。 

（外部役員の責任限定契約） 

第 31 条 事業団は、外部理事又は外部監事との間で、前条の賠償責任について、法令に

定める要件に該当する場合には、賠償責任を限定する契約を、理事会の決議によって、

締結することができる。ただし、その契約に基づく賠償責任の限度額は、10 万円以上

で予め定めた額と法令の定める最低責任限度額とのいずれか高い額とする。 

第 7 章 理事会 

（構成） 

第 32 条 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

（権限） 

第 33 条 理事会は、次の職務を行う。 

（1） 事業団の業務執行の決定 

（2） 理事の職務の執行の監督 

（3） 理事長、副理事長、専務理事及び常務理事の選定及び解職 

（開催） 

第 34 条 理事会は、通常理事会及び臨時理事会の 2 種とする。 

2 通常理事会は、毎事業年度開始前及び事業年度終了後 3 ヶ月以内に開催する。 

3 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

 （1） 理事長が必要と認めたとき。 

 （2） 理事長以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって理事長に

招集の請求があったとき。 

 （3） 前号の請求があった日から 5 日以内に、その請求があった日から 2 週間以内の

日を理事会の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合に、その請求をし

た理事が招集したとき。 

 （4） 一般法人法第 101 条第 2 項の規定により、監事から理事長に招集の請求があっ

たとき、又は同条第 3 項の規定により、監事が招集したとき。 
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（招集） 

第 35 条 理事会は、理事長が招集する。 

2 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、各理事が理事会を招集する。 

3 理事会を招集する場合は、理事長は、理事会の日の 7 日前までに、各理事及び各監事

に対して、会議の日時、場所、目的である事項並びにその他必要な事項を記載した書

面をもって、通知を発しなければならない。 

4 前項の規定にかかわらず、理事会は、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集

の手続きを経ることなく開催することができる。 

（議長） 

第 36 条 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。ただし、理事長が欠席の場合には、

副理事長、専務理事又は常務理事が議長の職務を代行する。 

（決議） 

第 37 条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半

数が出席し、その過半数をもって行う。 

（決議の省略） 

第 38 条 理事が、理事会の決議の目的である事項について提案をした場合において、そ

の提案について、議決に加わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録により

同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する旨の理事会の決議があったものと

みなす。ただし、監事が異議を述べたときは、その限りではない。 

（報告の省略） 

第 39 条 理事又は監事が理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知し

たときは、その事項を理事会に報告する事を要しない。 

2 前項の規定は、第 25 条第 3 項の規定による報告には適用しない。 

（議事録） 

第 40 条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

2 出席した理事長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。ただし、理事長が出席し

ない場合には、出席した理事及び監事の全員が記名押印する。 

第 8 章 定款の変更及び解散 

（定款の変更） 

第 41 条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。 

2 前項の規定は、この定款の第 3 条、第 4 条及び第 11 条についても適用する。 

（解散） 

第 42 条 事業団は、基本財産の滅失による事業団の目的である事業の成功の不能その他

法令で定められた事由によって解散する。 

（残余財産の帰属） 

第 43 条 事業団が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 5 条第 17号に掲げる法人又は

国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 

第 9 章 公告の方法 

（公告の方法） 

第 44 条 事業団の公告の方法は、官報に掲載する方法とする。 

2 事業団の貸借対照表の公告は、前項にかかわらず、定期評議員会毎にその終結の日後
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5 年を経過する日までの間、継続してインターネットに接続された自動公衆送信装置を

使用する方法による。 

第 10 章 事務局 

（事務局） 

第 45 条 事業団の事務を処理するため、事務局を設置する。 

2 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 

3 事務局長及び職員は、理事長が任免する。ただし、事務局長は、理事長が理事会の承

認を経て任免する。 

4 事務局の組織及び運営に関しての必要な事項は、理事会の決議を経て、理事長が別に

定める。 

第 11 章 補則 

（委任） 

第 46 条 この定款に定めるもののほか、事業団の運営に必要な事項は、理事会の決議を

経て、理事長が別に定める。 

 

附則 

1 この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121 条

第１項において読み替えて準用する同法第 106 条第 1 項に定める一般法人の設立の登

記の日から施行する。 

2 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の

認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121 条第 1 項にお

いて読み替えて準用する同法第 106 条第 1 項に定める特例民法法人の解散の登記と、

一般法人の設立の登記を行ったときは、第 6 条の規定にかかわらず、解散の登記の日

の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。 

3 事業団の最初の理事長は冨田雄二とする。 

4 事業団の最初の評議員は、次に掲げる者とする。 

井上かず子、金戸省三、坂元秀実、中谷恵子、中村 浩、野々瀨百合子、畑田友祺枝、

春本正喜、前田 明、山本達也 

 

別表 基本財産（第 5 条関係） 

財産の種別 場所・物量等 

基本財産普通預金 150,000 円  

第 2 回共同発行市場公募地方債 99,850,000 円  

大阪市平成 21 年度第 6 回公募公債 100,000,000 円  
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へ
の
対
応

と
も
に
「
努
め
ま
す
」
と

い
う

言
葉

で
閉

め
ら

れ
て

ま
す

。

強
い
言
い
方
に
な
っ
て
し

ま
い

ま
す

が
「

努
め

ま
し

た
け

ど
無

理
で

し
た

。
」

と
言

い
換
え
れ
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

吹
田
市

介
護

老
人

保
健

施
設

及
び

一
般

財
団

法
人

吹
田

市
介

護
老

人
保
健
施
設
事
業
団
の

今
後
の
あ
り
方

に
関

す
る

方
針

（
素

案
）

に
対

す
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
で
寄
せ
ら
れ
た
全
て
の
意
見

１
　

提
出

期
間

　
　

令
和
8年

（
20

26
年
）
2月

10
日

（
火

曜
日

）
～

令
和

8年
（

20
26
年

）
3月

11
日

（
水

曜
日

）
２

　
提
出

意
見

数
　

20
8件

（
15

0通
）

（
1）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

6
地

域
貢

献
の

取
組

・
反

対

吹
田
市
老
健
で
、
私
は
30

年
以

上
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

し
て

い
ま

す
。

介
護
保
険
制
度
前
よ
り
当

施
設

で
は

、
高

齢
者

福
祉

に
取

り
組

ま
れ

、
市

内
の

多
く

の
介
護
事
業
者
の
見
本
と
な
っ
て
老
健
と
し
て
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

特
に
、
吹
田
市
立
と
し
て

地
域

住
民

・
市

民
を

巻
き

込
ん

だ
事

業
を

展
開

し
た

り
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を
積
極
的
に
な
さ
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

私
の
団
体
も
現
在
25

回
目
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

を
老

健
を

お
借

り
し

て
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
2
１
年
前
第
1
回
の
養
成
講
座
を
こ
の
老
健
で
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

頃
か

ら
、

他
の

老
健

と
の

差
別

化
を

ど
う

図
る

か
を

取
り

組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

お
蔭
様
で
、
当
会
は
大
き

く
発

展
し

、
吹

田
市

内
の

多
く

の
施

設
だ

け
で

な
く

市
内

の
個
人
宅
へ
も
訪
問
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
大
阪
府
・
奈
良
県

下
全

域
と

兵
庫

県
内

に
50
団

体
以

上
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ
立
ち
上
げ
の
支
援
を
い
た
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
下
で
新
し

い
施

設
が

建
設

さ
れ

、
ど

う
し

て
も

施
設

の
老

朽
化

・
設

備
の
古
さ
で
は
見
劣
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
大
規
模
施
設
で

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
の

動
線

が
負

担
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。
し
か
し
、
他
の
施
設
に
は

な
い

ス
タ

ッ
フ

の
穏

や
か

さ
・

暖
か

さ
が

あ
る

の
で

す
。

多
く
の
高
齢
者
が
お
世
話
に
な
る
施
設
に
と
っ
て
、
美
し
い
フ
ロ
ア
ー

や
設
備
よ
り
必
要
な
の
は

こ
の

暖
か

さ
で

す
。

施
設

に
は

、
施

設
ご

と
に

流
れ

る
空

気
感
・
色
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
多
く
の
施
設
を
訪

問
し

て
い

ま
す

が
、

吹
田

市
老

健
の

柔
ら

か
な

色
と

リ
ズ

ム
が
好
き
で
す
。

現
在
の
大
き
な
施
設
で
の

介
護

は
大

変
で

し
ょ

う
か

ら
、

B案
の

入
所

人
数

を
減

ら
し

今
の
良
い
雰
囲
気
の
ま
ま
老
健
の
存
続
を
求
め
ま
す
。

7
反

対

昨
今
の
物
価
高
騰
や
人
材

不
足

な
ど

に
よ

り
、

経
営

環
境

が
厳

し
い

状
況

に
あ

る
こ

と
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
､
現
状
の
ま
ま
市
営
に
よ
る
介
護
施
設
の

運
営
を
強
く
希
望
い
た
し

ま
す

。
高
齢
化
が
進
む
中
で
､介

護
は

営
利

目
的

で
は

な
く

､公
共

性
・

継
続

性
・

安
定

性
が

何
よ
り
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
｡
市
営
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
､
利
用

者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
体

制
が

維
持

さ
れ

､信
頼

も
築

か
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
高
齢
化
に
伴

う
要

介
護

認
定

者
数

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
と

い
う

事
も

あ
り
､
運
営
の
効
率
化
や
改
善
の
検
討
は
必
要
か
と
は
存
じ
ま
す
が
､
民

営
化
あ
り
き
で
は
な
く
､市

営
と

し
て

の
役

割
と

意
義

を
改

め
て

重
視

し
て

い
た

だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
公
的
介

護
施

設
と

し
て

､今
後

も
変

わ
ら

ぬ
運

営
が

継
続

さ
れ

る
こ

と
を
強
く
希
望
い
た
し
ま
す
。

（
2）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

8
反

対
・

民
間

事
業

者
に

対
す

る
懸

念

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る

介
護

が
必

要
と

な
る

高
齢

者
の

増
加

に
適

正
に

対
応

す
る

た
め
に
は
、
民
間
の
業
者
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
行
政
が

管
理
し
業
界
を
主
導
す
る

施
設

と
し

て
の

継
続

を
望

む
。

営
利
が
目
的
の
業
者
で
あ

る
以

上
利

益
を

上
げ

る
た

め
の

質
の

低
下

や
、

利
益

が
上

が
ら
な
い
場
合
の
事
業
撤
退
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合

に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ

ト
と

し
て

の
行

政
の

役
割

は
大

き
い

。
そ

の
た

め
の

支
出
（
経
費
補
助
）
は
福
祉
行
政
と
し
て
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
と
思

う
。

9
反

対
・

民
間

事
業

者
に

対
す

る
懸

念
い
つ
も
職
員
の
方
々
に
細

や
か

な
対

応
を

し
て

頂
け

て
お

り
、

入
所

し
て

い
る

本
人

も
満
足
し
て
い
る
為
、
現
状
の
ま
ま
の
利
用
を
希
望
し
た
い
。

民
間
譲
渡
に
な
る
と
現
在

よ
り

も
高

額
な

料
金

に
な

る
可

能
性

や
職

員
の

入
れ

替
え

、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
等
の
不
安
要
素
が
考
え
ら
れ
る
た
め
反
対
。

10
反

対
・

民
間

事
業

者
に

対
す

る
懸

念

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
の

今
後

の
あ

り
方

に
つ

い
て

　
民

間
譲

渡
に

な
る

の
は

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
利
用
料
の
値
上
が
り
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
た
め
反

対
で
す
。

今
現
在
施
設
の
方
々
に
は

大
変

良
く

し
て

頂
い

て
お

り
入

居
者

本
人

も
大

変
喜

ん
で

い
ま
す
。
是
非
現
行
の
ま
ま
で
続
け
て
頂
き
た
い
事
を
強
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

11
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

私
は
老
健
吹
田
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

し
て

い
ま

し
た

。
施
設
の
中
に
入
ら
せ
て
も

ら
い

、
職

員
さ

ん
た

ち
を

ち
か

く
で

み
て

い
ま

し
た

。
入
居
者
さ
ん
た
ち
に
寄
り

添
い

と
て

も
よ

い
施

設
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

ど
う
ぞ
こ
の
ま
ま
存
続
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
3）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

12
地

域
貢

献
の

取
組

・
反

対

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
（

以
下

、
当

老
健

）
は

公
的

施
設

と
し

て
の

存
在

意
義

を
模
索
し
な
が
ら
地
域
へ
向
け
た
公
益
性
の
あ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
素
案
に
は
、

そ
の

件
に

つ
い

て
触

れ
て

お
ら

ず
、

こ
れ

か
ら

の
当

老
健

の
在
り
方
に
関
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
下
記
の
点
を
提
案

し
ま
す
。

１
．
当
老
健
は
、
開
設
当

初
か

ら
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
の

場
を

提
供

し
て

お
り
、
市
民
活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
社
会
参
加
は
介

護
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

言
わ

れ
て

お
り

、
そ

の
点

で
も

貢
献

し
て

き
た

と
考

え
ま

す
。
今
後
は
更
に
市
内
在
住
の
高
齢
者
へ
多
様
な
種
目
の
活
動
の
場
を

用
意
し
、
地
域
の
通
い
の

場
と

し
て

機
能

し
市

内
在

住
の

高
齢

者
の

健
康

増
進

へ
の

貢
献
を
図
り
ま
す
。
そ
の
際
に
住
民
同
士
の
交
流
活
性
化
を
果
た
す
世

話
役
と
な
る
「
リ
ン
ク
ワ

ー
カ

ー
」

（
こ

れ
は

「
社

会
的

処
方

」
と

呼
ば

れ
る

つ
な

ぎ
役
と
な
る
人
材
で
す
）
を
増
や
し
交
流
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

２
．
地
域
住
民
の
通
い
の

場
と

し
て

「
認

知
症

カ
フ

ェ
」

や
認

知
症

の
人

当
事

者
と

家
族
を
支
え
る
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
拠
点
」
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

し
、
認
知
症
ケ
ア
の
拠
点

を
目

指
し

ま
す

。
そ

の
際

に
認

知
症

ケ
ア

の
専

門
家

と
な

る
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
か
ら
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

３
．
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な

成
長

に
意

義
が

あ
る

と
言

わ
れ

て
い

る
「

高
齢

者
と

の
世
代
間
交
流
」
は
、
施
設
利
用
者
に
も
効
用
が
あ
る
た
め
推
進
し
、

子
育
て
支
援
（
吹
田
市
予

算
１

８
１

９
億

円
）

に
通

じ
る

「
子

ど
も

の
居

場
所

支
援

」
に
貢
献
し
ま
す
。
こ
れ
は
厚
労
省
の
構
想
に
関
連
す
る
考
え
で
、
建

物
を
介
護
保
険
事
業
以
外

で
も

活
用

を
認

め
る

形
で

、
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
努

め
て
い
き
た
い
と
の
考
え
で
、
何
ら
か
の
事
情
の
あ
る
子
ど
も
の
居
場

所
の
確
保
や
子
ど
も
食
堂

の
よ

う
に

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

高
齢

者
が

共
に

在
る

場
を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
貢
献
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
素
案
12

頁
．

８
の

（
２

）
公

の
施

設
と

し
て

の
必

要
性

は
あ

る
と

考
え
ら
れ
、
A
案
、
B
案
、
C
案
も
含
め
て
再
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

13
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

職
員
の
方
の
対
応
が
と
て

も
良

い
の

で
民

間
譲

渡
と

な
っ

た
と

し
て

も
今

の
サ

ー
ビ

ス
が
継
続
で
き
る
の
か
が
心
配
で
す

14
賛

成
「
（
Ｄ
）
案
　
事
業
譲
渡

・
事

業
団

解
散

」
に

賛
同

し
ま

す
。

15
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

母
が
施
設
の
お
世
話
に
な

っ
て

い
ま

す
。

家
に
い
て
は
、
な
か
な
か

で
き

な
い

運
動

や
、

ス
タ

ッ
フ

や
他

の
利

用
者

さ
ん

達
と

接
す
る
事
で
、
と
て
も
生
活
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
運
動
機
能
指
導
に
あ

た
る

専
門

職
｛

理
学

療
法

士
さ

ん
。

作
業

療
養

士
さ

ん
、

医
師
）
が
お
ら
れ
る
の
で
、
身
体
の
動
か
し
方
の
コ
ツ
や
、
家
で
も
で

き
る
運
動
な
ど
、
個
人
に

合
わ

せ
て

教
え

て
い

た
だ

け
る

の
で

大
変

役
に

立
っ

て
い

ま
す
。

母
は
足
の
痺
れ
で
歩
行
が

難
し

い
の

で
す

が
、

専
門

の
方

の
ア

ド
バ

イ
ス

で
、

色
々

と
助
か
っ
て
い
ま
す
。

家
族
と
し
て
も
、
専
門
家

が
い

て
下

さ
る

の
は

安
心

で
有

難
い

で
す

。
小
さ
な
施
設
で
は
、
で
き

な
い

ケ
ア

を
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

と
感

じ
て

い
ま

す
。

ど
う
か
、
今
ま
で
通
り
、

専
門

家
を

含
め

た
ス

タ
ッ

フ
さ

ん
の

常
駐

す
る

施
設

と
し

て
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

16
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義

吹
田
市
営
の
老
健
施
設
が

赤
字

と
い

う
の

は
、

介
護

保
険

制
度

の
仕

組
み

に
問

題
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
定
員
が
埋
ま
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
す
が
、
逆
に
市
民
が
利

用
し

た
い

と
き

に
受

け
入

れ
て

も
ら

い
や

す
い

の
で

は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
な
に
か
他
に
問
題
点
が
あ
る
な
ら
、
改
善
し
て
吹

田
市
の
財
産
と
し
て
活
用

し
た

ら
い

い
の

で
は

。

17
反

対
高
齢
化
が
確
実
に
進
ん
で

い
る

今
日

。
か

ね
て

よ
り

吹
田

市
は

ゆ
り

か
ご

か
ら

。
。

と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
な
自
治
体
で
し
た
。
効
率
化
が
必
須
の
今
日

で
す
が
、
充
実
が
困
難
で

あ
れ

、
運

営
か

ら
離

れ
る

の
は

反
対

で
す

。
 

自
治
体
と
し
て
、
無
駄
と

言
う

こ
と

の
本

来
の

意
味

を
再

度
深

く
理

解
し

維
持

す
る

こ
と
再
考
す
べ
き
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

18
事

業
団

職
員

の
処

遇

吹
田
老
健
に
は
常
勤
職
員

と
し

て
長

年
勤

め
、

現
在

は
子

育
て

を
し

な
が

ら
時

短
勤

務
で
働
い
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
。
民
間
譲
渡
と
な
れ
ば
常
勤
と
し
て

の
雇
用
継
続
は
難
し
い
可

能
性

が
あ

り
、

廃
止

と
な

っ
た

場
合

は
近

い
条

件
で

の
再

就
職
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
方
に
関
す
る
方
針
に

は
職
員
の
保
障
に
つ
い
て

は
記

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
の

で
、

こ
の

ま
ま

の
方

針
で

進
む

こ
と
に
よ
り
子
育
て
か
仕
事
か
ど
ち
ら
か
を
諦
め
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
対
策
を
お
願
い
し
た
い

で
す

。

19
地

域
貢

献
の

取
組

・
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
営
悪
化

と
コ

ロ
ナ

明
け

の
経

営
悪

化
に

つ
い

て
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
や
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
近
隣

の
教
育
機
関
と
の
連
携
な

ど
地

域
と

の
繋

が
り

は
徐

々
に

復
活

し
て

い
ま

す
。

コ
ロ

ナ
明
け
か
ら
1
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
経
営
回
復
の
可
能
性
は
十
分

に
模
索
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か

。
吹

田
老

健
の

運
営

以
外

の
事

業
拡

大
や

施
設

の
魅

力
を
発
信
す
る
広
報
活
動
は
で
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
利
用
者

様
や
地
域
住
民
が
関
わ
る

施
設

を
廃

止
す

る
に

は
判

断
が

早
す

ぎ
る

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

20
指

定
管

理
者

制
度

90
00

万
円
の
補
正
予
算
が

計
上

さ
れ

た
の

は
吹

田
老

健
が

公
的

施
設

と
し

て
担

う
地

域
福
祉
の
増
進
、
他
施
設
入
所
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
の

重
要

性
、

多
く

の
介

護
人

材
が

在
籍

し
て

い
る

こ
と

、
多
く
の
地
域
住
民
が
関
わ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
最
低
で
も
指

定
管
理
期
間
で
あ
る
令
和

11
年

3月
31
日

ま
で

は
残

す
必

要
が

あ
る

と
判

断
さ

れ
た

か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
急
な
方
針
の
転
換
は
そ
の
判
断
が
間
違
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

吹
田

老
健

が
担

っ
て

き
た

上
記

の
役

割
が

民
間

譲
渡

ま
た
は
廃
止
に
よ
り
継
続
で
き
な
く
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も

市
民
に
十
分
説
明
し
た
う

え
で

方
針

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

21
反

対

あ
り
方
に
関
す
る
方
針
（

素
案

）
１

ペ
ー

ジ
の

民
間

法
人

に
よ

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
の
充
実
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
充
実
し
て
い
る
状

態
と
は
要
介
護
者
ま
た
は

要
支

援
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

分
ら

し
い

生
活

を
継

続
す
る
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も

最
低

限
の

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

数
は

あ
る

と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
高
齢
者
に
対
し
て
本
当

の
意
味
で
の
充
実
し
た
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
よ

う
に

今
後

も
公

的
施

設
と

し
て
他
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
続
け
る
意
義
は
大
い
に
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

（
5）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

22
地

域
貢

献
の

取
組

・
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義

先
日
説
明
会
に
参
加
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
あ
ま
り
に
急
な
話
で
驚
き

ま
し

た
。

私
は
吹
田
老
健
で
勤
続
21

年
に

な
り

ま
す

が
、

コ
ロ

ナ
禍

の
前

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
や
、
地
域
の
方
の
出
入
り
も
多
く
、
そ
こ
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方
が

利
用
者
と
し
て
来
ら
れ
た

り
、

親
子

二
代

で
利

用
し

て
く

だ
さ

っ
た

り
と

地
域

に
根

付
い
た
施
設
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
利
用
率
の
低
迷
も

日
々

実
感

し
て

い
ま

し
た

が
、

も
う

少
し

段
階

を
踏

ん
で

の
検
討
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

我
々
職
員
も
、
お
そ
ら
く

利
用

者
や

利
用

者
家

族
も

「
吹

田
市

」
と

名
称

に
付

い
て

い
る
事
で
、
信
頼
感
や
安
心
感
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

急
な
話
で
民
間
譲
渡
と
な

り
、

経
営

方
針

な
ど

が
変

わ
っ

て
し

ま
い

、
地

域
交

流
や

園
児
と
の
交
流
な
ど
今
ま
で
地
道
に
続
け
て
き
た
事
が
途
絶
え
て
し
ま

う
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま

せ
ん

。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

提
示

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

ま
だ

未
確

定
な

こ
と

が
多

く
働
く
身
と
し
て
は
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

23
反

対
・

指
定

管
理

者
制

度
・

決
定

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス

D案
と
E案

い
ず
れ
も
事
業
団

解
散

が
前

提
と

な
っ

て
い

る
。

事
業

団
に

勤
務

し
て

い
る
職
員
と
そ
の
家
族
の
人
生
を
変
え
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
時
期

尚
早

 で
あ

る
。

１
．
単
年
度
収
支
で
赤
字

が
継

続
し

て
い

る
の

は
コ

ロ
ナ

渦
以

降
で

あ
り

、
ど

の
高

齢
者
施
設
も
同
様
な
状
況
で
な
い
か
。

２
．
令
和
6年

度
と
7年

度
の

赤
字

が
特

に
大

き
く

な
っ

て
お

り
、

事
業

団
の

経
営

状
況
が
厳
し
い
の
は
間
違
い
な
い
が
入
所
率
の
低
下
は
コ
ロ
ナ
渦
と
吹
田

市
民
病
院
移
転
後
で
あ
り

、
令

和
8年

度
以

降
も

赤
字

に
な

る
と

は
限

ら
な

い
。

建
都

へ
の
移
転
で
吹
田
市
民
病
院
と
の
関
係
性
が
希
薄
化
し
た
の
は
事
業

団
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で

な
く

、
建

都
へ

の
移

転
が

原
因

で
な

い
か

。
３
．
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
大

規
模

改
修

が
必

要
な

の
は

理
解

す
る

が
老

朽
化

し
た

の
は
事
業
団
に
問
題
が
あ
る
の
で
な
く
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

実
施
し
な
か
っ
た
か
ら
で

な
い

か
。

４
．
老
健
保
健
施
設
の
提

供
主

体
が

公
の

施
設

で
あ

る
必

要
性

は
低

下
し

て
い

る
の

わ
か
る
が
、
介
護
保
険
制
度
か
ら
 
2
0
 
年
以
上
が
経
過
し
た
時
代
の
変

化
で
な
い
か
。
吹
田
老
健

の
設

立
に

関
わ

っ
た

の
で

あ
れ

ば
、

今
後

外
郭

団
体

と
し

て
ど
う
の
よ
う
な
方
向
性
で
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
を
検
討
す
べ
き

で
な
い
か
。

５
．
指
定
管
理
者
お
よ
び

外
郭

団
体

の
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

経
営

状
況

に
つ

い
て
特
に
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
福
祉
の
向
上
に
対
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
で

あ
れ

ば
許

容
で

き
る

と
考

え
て

い
た

の
で

は
な

い
か

。
令
和
8年

度
に
本
格
的
な
経
営

努
力

で
単

年
度

黒
字

収
支

を
行

い
、

今
回

の
運

営
費

負
担

金
9
,
0
0
0
万
円
も
何
年
か
に
分
け
て
返
金
す
る
の
で
あ
れ
ば
事
業
団

に
問
題
は
な
い
の
と
考
え

る
。

90
00
万

円
の

運
営

負
担

金
を

補
正

予
算

計
上

に
至

っ
た
の
は
互
い
の
了
承
し
た
結
果
で
な
い
か
。
市
会
議
員
の
ご
指
摘
は
理

解
で
き
る
が
待
っ
た
な
し

と
い

う
の

は
時

期
尚

早
と

考
え

る
。

（
1人

当
た

り
10
0万

円
の
減
収
で
達
成
可
能
）

（
6）

29



No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

24
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

吹
田
老
健
の
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
を

利
用

さ
れ

て
い

る
80
代

男
性

は
通

い
始

め
た
頃
「
寝
て
る
だ
け
で
い
い
。
何
も
や
り
た
く
な
い
。
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

、
半

年
間

リ
ハ

ビ
リ

を
続

け
ら

れ
現

在
は

自
分

か
ら

進
ん

で
階
段
昇
降
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
方
が
「
先
生
が
辞
め

る
な

ら
リ

ハ
ビ

リ
や

め
る

わ
」

と
話

さ
れ

ま
し

た
。

 
「
こ
の
人
と
な
ら
が
ん
ば

れ
る

」
「

こ
の

場
所

で
な

ら
が

ん
ば

れ
る

」
と

い
う

想
い

を
持
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
吹
田
老
健
の
代
わ
り
は
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
 

市
民
で
あ
り
利
用
者
で
も

あ
る

人
の

声
と

し
て

届
け

さ
せ

て
い

た
ぎ

ま
す

。

（
7）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

25

反
対

・
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

・
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義
・

地
域

貢
献

の
取

組

１
．
素
案
５
パ
タ
ー
ン
の

う
ち

（
D)
事

業
譲

渡
・

事
業

団
解

散
を

前
提

に
取

り
組

み
を

進
め
て
い
る
が
、
吹
田
市
に
と
っ
て
は
『
公
の
施
設
と
し
て
継
続

「
現
状
維
持
（
A）

」
』
で
進

め
る

よ
う

に
方

針
再

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

私
は
吹
田
市
介
護
老
人
施

設
（

以
下

吹
田

老
健

）
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
約

１
０

年
お

付
き
合
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

吹
田
老
健
の
立
ち
位
置
は

３
０

年
の

実
績

が
あ

り
、

指
定

管
理

者
制

度
に

な
り

ま
し

た
が
吹
田
市
で
唯
一
、
市
と
密
接
な
繋
が
り
の
あ
る
施
設
で
す
。

確
か
に
民
間
の
施
設
も
増

加
し

て
お

り
ま

す
が

、
民

間
経

営
の

た
め

、
ど

う
し

て
も

利
益
と
効
率
重
視
の
施
設
に
な
り
が
ち
な
た
め
、
特
に
き
め
細
や
か
な

介
護
が
必
要
な
方
や
低
所

得
者

に
対

し
て

受
け

ら
れ

な
い

場
合

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

今
後
、
吹
田
市
に
お
い
て

も
６

５
歳

以
上

の
人

口
は

増
え

続
け

る
た

め
、

吹
田

老
健

の
役
割
は
終
わ
っ
た
の
で
は
無
く
こ
れ
か
ら
も
民
間
が
出
来
な
い
こ
と

が
出
来
る
施
設
と
し
て
必

要
不

可
欠

な
施

設
に

な
り

ま
す

。

吹
田
老
健
の
取
り
組
み
と

し
て

入
所

者
の

在
宅

復
帰

、
地

域
高

齢
者

の
在

宅
支

援
の

た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
介
護
保
険
事
業
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
公
的
施
設

と
し
て
の
存
在
意
識
を
模

索
し

な
が

ら
地

域
に

向
け

た
公

益
性

の
あ

る
事

業
を

取
り

組
み
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
地
域
と
連
携
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

き
た

事
業

は
　
１
　
市
民
向
け
の
講
座

や
講

師
の

派
遣

　
　
　
　
・
地
域
支
援
講

座
と

し
て

介
護

技
術

の
伝

達
、

健
康

講
話

、
認

知
症

に
関

し
た
啓
発
、
公
民
科
に
講
師
派
遣
、
及
び
キ
ャ
ラ
バ

　
　
　
　
　
ン
メ
イ
ト
活

動
と

し
て

「
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
」

で
の

講
義

。
　
２
　
市
民
活
動
の
場
の

提
供

　
　
　
　
・
施
設
利
用
者

向
け

の
ク

ラ
ブ

活
動

、
住

民
主

体
の

講
座

開
催

の
場

の
提

供
。

　
３
　
地
域
住
民
と
の
交

流
や

社
会

参
加

の
支

援
　
　
　
　
・
回
想
法
事
業

と
し

て
の

「
回

想
法

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

」
の

開
講

。
　
４
　
そ
の
他

　
　
　
　
・
近
隣
保
育
園

、
幼

稚
園

と
高

齢
者

と
の

世
代

間
交

流
。

　
　
　
　
・
小
中
学
校
の

福
祉

教
育

と
し

て
、

社
会

福
祉

協
議

会
と

連
携

し
参

画
。

特
に
回
想
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を

養
成

し
、

１
０

年
間

で
１

５
０

名
を

超
え

る
終

了
者

を
輩
出
し
、
施
設
で
高
齢
者
と
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
と
し
て
活

動
さ
れ
る
方
や
地
域
の
公

民
館

な
ど

で
地

域
住

民
と

回
想

法
を

通
し

た
交

流
活

動
を

展
開
し
て
お
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
吹
田
老
健

は
「

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
貢

献
」

と
「

地
域

住
民

（
市
民
）
」
へ
の
貢
献
」
を
軸
に
吹
田
市
内
の
高
齢
者
へ
多
様
な
活
動

の
場
を
用
意
で
き
、
吹
田

市
の

認
知

症
ケ

ア
の

拠
点

を
目

指
す

こ
と

に
よ

り
存

続
で

き
る
価
値
が
十
分
に
あ
る
。

（
8）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

26
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義
老
人
保
健
施
設
は
減
ら
さ

ず
残

し
、

拡
充

す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

高
齢

化
が

進
み

、
多
彩
な
需
要
が
で
て
く
る
は
ず
で
、
私
立
だ
け
で
な
く
公
立
の
老
人

保
健
施
設
の
価
値
は
揺
る

が
な

い
と

思
い

ま
す

。

27
反

対
・

施
設

サ
ー

ビ
ス

の
存

続
を

希
望

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

吹
田
老
健
の
今
後
の
あ
り

方
に

関
す

る
方

針
(素

案
)を

拝
見

し
ま

し
た

。
入
居
者
の
家
族
と
し
ま
し

て
は

、
環

境
の

変
化

で
ス

ト
レ

ス
が

溜
ま

り
、

体
調

が
悪

く
な
る
こ
と
が
、
一
番
の
心
配
で
す
の
で
、
公
の
施
設
と
し
て
、
現
状

維
持
を
希
望
し
ま
す
。
公

の
施

設
と

し
て

継
続

が
難

し
く

、
民

間
譲

渡
と

な
っ

た
場

合
で
も
、

現
状
の
施
設
、
サ
ー
ビ
ス

を
継

続
し

て
維

持
し

て
頂

け
ま

す
よ

う
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま
す
。

民
間
譲
渡
が
不
成
立
に
な

っ
た

場
合

は
、

廃
止

す
る

方
向

で
な

く
、

当
面

の
間

、
公

の
施
設
と
し
て
維
持
し
、
折
を
見
て
再
度
民
間
譲
渡
の
検
討
、
募
集
を

し
て
欲
し
い
で
す
。

吹
田
老
健
の
現
状
に
つ
き

ま
し

て
は

、
理

解
し

ま
す

が
、

何
卒

公
の

施
設

と
し

て
の

存
続
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

28
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

・
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

素
案
を
読
む
と
、
結
論
あ

り
き

で
作

成
さ

れ
た

と
し

か
思

え
な

い
。

吹
田
老
健
の
理
念
、
活
動

の
評

価
、

今
後

の
必

要
性

を
ど

う
考

え
て

お
ら

れ
る

の
で

し
ょ
う
か
？

現
体
制
で
の
事
業
継
続
を

す
る

た
め

の
条

件
を

、
利

用
者

の
声

や
現

場
の

ス
タ

ッ
フ

の
方
々
の
意
見
を
も
っ
と
汲
み
上
げ
て
策
定
で
き
な
い
か
？
譲
渡
す
る

と
し
た
場
合
、
吹
田
老
健

の
価

値
あ

る
活

動
を

引
き

継
げ

る
公

募
条

件
の

具
体

化
な

ど
の
検
討
に
時
間
を
取
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

あ
ま
り
に
も
拙
速
過
ぎ
る

と
感

じ
ま

す
。

民
間

は
利

益
重

視
が

当
然

で
す

が
、

老
健

の
価
値
あ
る
活
動
が
引
き
継
が
れ
な
い
こ
と
を
懸
念
し
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

が
安

心
し

て
働

き
続

け
ら

れ
ま

す
よ

う
に

。

ど
れ
だ
け
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ

ン
ト

が
届

く
か

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

そ
の

一
つ

ひ
と

つ
に
議
員
の
皆
様
が
目
を
通
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
議
員
の
方

が
現

場
を

訪
問

し
て

生
の

声
を

聴
い

て
欲

し
い

。

も
う
少
し
時
間
を
掛
け
て

、
老

健
と

共
同

で
素

案
の

見
直

し
が

出
来

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

29
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義
・

決
定

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス

素
案
に
対
す
る
意
見
と
な

っ
て

ま
す

が
…

私
の

思
っ

て
る

思
い

を
書

か
せ

て
も

ら
い

ま
す
。
2
0
5
0
年
ま
で
、
高
齢
者
が
増
加
し
続
け
て
る
な
か
で
、
公
の
施

設
を
民
間
に
移
行
す
る
の

は
、

高
齢

者
と

し
て

、
と

て
も

不
安

で
す

。
提
供
主
体
が
、
公
の
施
設

で
あ

る
必

要
性

が
低

下
し

て
い

る
か

ら
、

民
間

に
…

市
民
と
し
て
は
、
公
が
や

っ
て

い
る

か
ら

と
の

安
心

感
は

、
と

て
も

大
き

い
で

す
。

そ
れ
を
民
間
に
委
ね
る
と

言
う

の
は

、
と

て
も

不
安

で
す

。
あ

る
意

味
、

責
任

転
嫁

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
際
に
現
場
で
働
い
て
い

る
人

、
利

用
し

て
い

る
人

の
意

見
を

聞
い

て
、

何
か

改
革

、
取
り
入
れ
る
等
現
状
を
見
直
す
こ
と
が
大
事
で
は
？
？

う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
、

民
間

へ
と

は
、

安
直

す
ぎ

ま
す

。
す
い
ま
せ
ん
と
り
と
め
も

な
く

、
思

い
を

書
き

ま
し

た
。

（
9）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

30
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

民
間
委
託
に
な
れ
ば
、
利

益
優

先
に

な
る

た
め

サ
ー

ビ
ス

等
の

低
下

に
つ

な
が

る
と

思
わ
れ
る
た
め
民
間
と
の
差
別
化
の
為
に
も
残
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

31
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義

　
経
費
が
か
か
る
か
ら
と

、
す

ぐ
に

放
り

出
す

の
は

ど
う

か
と

思
い

ま
す

。
 

　
介
護
施
設
と
し
て
は
、

ま
と

も
に

お
客

の
立

場
で

施
策

を
お

こ
な

っ
て

い
け

ば
儲

か
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

民
間
は
適
当
に
手
を
抜
い

て
、

要
領

を
か

ま
し

。
利

益
率

の
高

い
客

を
選

ん
で

運
営

し
て
い
る
か
ら
黒
字
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
 

思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
吹

田
市

介
護

老
人

保
健

施
設

は
利

用
者

の
目

線
で

対
応

を
お

こ
な
っ
て
、
手
を
抜
く
こ
と
は
さ
れ
て
い
な
い
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ

そ
が

公
設

の
介

護
施

設
だ

と
思

い
ま

す
。

 
も
ち
ろ
ん
、
経
費
面
を
検

討
し

て
い

く
こ

と
は

税
金

の
浪

費
を

少
し

で
も

回
避

す
る

こ
と
が
必
要
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

公
設
の
介
護
老
人
保
健
施

設
が

吹
田

市
の

最
後

の
砦

と
し

て
介

護
の

受
け

皿
と

し
て

君
臨
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
、
吹
田
市
民
や
 

高
齢
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

そ
の

任
務

を
全

う
す

る
の

が
、
公
設
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で
す
。
 

吹
田
市
か
ら
の
出
資
が
必

要
な

の
は

、
吹

田
市

民
の

介
護

施
設

で
す

か
ら

当
た

り
前

で
す
。
市
民
が
安
心
し
て
年
を
取
っ
て
い
け
る
の
は
 

こ
の
よ
う
な
利
用
者
の
立

場
で

介
護

を
し

て
く

れ
る

施
設

が
あ

る
か

ら
で

す
。

 
今
の
介
護
老
人
保
健
施
設

を
残

し
て

く
だ

さ
い

。

32
反

対
老
健
施
設
は
中
間
施
設
と

し
て

高
齢

者
福

祉
に

大
き

な
貢

献
を

し
て

き
た

。
高

度
な

専
門
性
を
も
と
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
多
少
の
公
費
負
担
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
上
回
る
効
果

が
あ

る
。

そ
の

た
め

14
P（

４
）

今
後

の
方

向
性

　
「

D事
業
譲
渡
、
事
業
団
解
散
」
を
「
A
現
状
維
持
」
に
改
め
る
。

33

決
定

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
・

事
業

廃
止

の
場

合
の

対
応

・
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義
・

事
業

団
職

員
の

処
遇

・
吹
田
老
健
の
事
業
譲
渡

先
が

決
ま

ら
な

い
場

合
は

、
２

０
２

７
年

３
月

で
吹

田
老

健
を
廃
止
・
事
業
団
の
解
散
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
あ
ま
り
に
も

拙
速
で
は
な
い
か
。

・
「
介
護
老
人
保
健
施
設

の
機

能
そ

の
も

の
は

必
要

」
と

し
な

が
ら

、
譲

渡
先

が
決

ま
ら
な
い
場
合
は
廃
止
す
る
と
い
う
方
向
性
は
、
矛
盾
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
定
員
総
数
の

減
少

に
対

す
る

手
立

て
の

具
体

化
な

ど
も

検
討

す
べ

き
で

は
な
い
か
。
現
在
の
方
向
性
で
は
、
譲
渡
先
が
決
ま
ら
な
い
場
合
の
定

員
総
数
の
減
少
の
課
題
が

放
置

さ
れ

て
い

る
。

・
公
の
施
設
と
し
て
の
吹

田
老

健
が

果
た

し
て

き
た

機
能

や
役

割
の

評
価

が
不

十
分

で
は
な
い
か
。
民
間
で
は
対
応
や
受
け
入
れ
が
困
難
な
利
用
者
へ
の
対

応
な
ど
を
評
価
す
る
必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

公
の

施
設

と
し

て
は

廃
止

あ
り

き
の
方
向
性
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

だ
け

で
な

く
、

利
用

者
や

職
員

、
地

域
住

民
な

ど
の

意
見

を
丁
寧
に
集
約
し
、
住
民
参
加
で
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

・
事
業
団
の
解
散
に
よ
り

職
員

の
雇

用
か

大
き

な
課

題
と

な
る

。
譲

渡
先

が
決

ま
ず

廃
止
と
な
る
場
合
、
「
市
内
他
施
設
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
就
業
先

の
確
保
に
努
め
ま
す
。
」

と
し

て
い

る
が

、
す

べ
て

の
職

員
の

新
た

な
雇

用
に

市
は

最
後
ま
で
責
任
を
果
た
す
べ
き
。
長
年
に
わ
た
り
吹
田
老
健
を
支
え
て

き
た
職
員
を
路
頭
に
迷
わ

せ
る

よ
う

な
こ

と
に

な
ら

な
い

よ
う

市
の

責
任

と
対

応
を

求
め
る
。

（
10
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

34
反

対

吹
田
市
は
、
高
齢
者
率
が

高
く

、
高

齢
者

福
祉

施
設

は
、

吹
田

市
に

な
く

て
は

な
ら

な
い
所
だ
と
考
え
ま
す
。

施
設
の
修
理
に
、
多
額
の

費
用

が
か

か
る

と
の

事
で

す
が

、
必

然
的

に
修

理
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
所
だ
け
、
少
し
ず
つ
期
間
を
あ
け
て
修
理
し
て
い
け

ば
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
と

い
う

概
念

は
、

消
失

す
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た
、
経
営
面
で
問
題
が

あ
る

と
吹

田
市

議
会

か
ら

言
わ

れ
、

吹
田

市
の

高
齢

福
祉

課
も
、
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
速
、
主
任
以
上
の
役
職
者
の
給

料
を
30

%カ
ッ
ト
、
退
職
金

の
見

直
し

等
を

行
え

ば
、

吹
田

市
議

会
や

吹
田

市
福

祉
高

齢
課
の
吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施
設
の
見
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を

実
施

さ
せ

、
な

ん
と

か
存

続
で

き
る

よ
う

に
、

お
は

か
ら

い
お
願
い
致
し
ま
す
。

35
賛

成
現
行
で
は
社
会
福
祉
等
の

吹
田

市
の

課
題

に
充

分
対
応
で
き
な
い
為
、
民
間

譲
渡

等
と

改
め

る
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
等
の

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
に

合
わ

せ
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

新
た
に
民
営
化
を
加
え
る
。

36
反

対

吹
田
老
健
施
設
の
経
営
が

苦
し

い
の

は
、

国
の

介
護

保
険

制
度

が
不

完
全

な
た

め
赤

字
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
し
わ
寄
せ
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

吹
田
市
は
、
福
祉
行
政
の

後
退

を
進

め
る

の
で

は
な

く
、

公
的

責
任

を
発

揮
し

て
、

吹
田
老
健
の
継
続
を
は
か
る
た
め
の
努
力
を
行
う
べ
き
だ
。

経
営
努
力
を
せ
よ
と
い
う

付
帯

決
議

が
さ

れ
て

か
ら

１
年

も
経

過
し

て
い

な
い

の
に

、
廃
止
も
含
め
た
方
針
素
案
は
拙
速
だ
。

方
針
（
素
案
）
そ
の
も
の

に
反

対
。

市
が
責
任
を
も
っ
て
継
続

さ
せ

る
と

い
う

選
択

を
す

る
べ

き
だ

。

37
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

普
段
か
ら
同
じ
マ
ン
シ
ョ

ン
に

住
む

方
が

こ
の

施
設

を
利

用
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
方

が
と
て
も
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
を
目
に
し
て
い
ま
す
。

も
し
こ
の
施
設
が
な
く
な

っ
て

し
ま

え
ば

、
新

た
な

施
設

を
探

す
だ

け
で

も
大

き
な

負
担
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

精
神
的
な
苦
痛
が
生
じ
る

こ
と

を
思

う
と

、
胸

が
痛

み
ま

す
。

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中

で
、

地
域

に
根

ざ
し

た
施

設
が

減
っ

て
い

く
こ

と
は

時
代

に
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、
自
分
自
身
の
将
来
を
考
え
て

も
不
安
が
募
る
ば
か
り
で

す
。

こ
の
施
設
が
今
後
も
継
続

し
て

運
営

さ
れ

る
こ

と
を

、
心

か
ら

願
っ

て
い

ま
す

。

（
11
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

38

賛
成

・
事

業
団

職
員

の
処

遇
・

事
業

廃
止

の
場

合
の

対
応

民
間
の
老
健
と
し
て
運
営

の
継

続
を

希
望

。
市
民
病
院
移
転
（
20

18
年

）
に

伴
い

隣
接

す
る

老
健

の
今

後
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
な

意
見
が
上
が
っ
て
い
た
の
か
。

こ
の
時
点
で
破
綻
は
仕
方

な
い

と
見

立
て

て
い

た
の

か
。

移
転

後
も

繋
が

り
が

維
持

さ
れ
る
と
思
っ
た
が
全
く
な
く
収
入
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
感

じ
る
。

市
の
中
心
か
ら
市
民
病
院

が
な

く
な

り
医

療
は

吹
田

の
外

れ
ほ

ぼ
摂

津
市

と
な

っ
て

い
る
。
周
辺
地
域
で
医
療
福
祉
が
提
供
さ
れ
な
い
空
洞
化
が
起
き
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
大
学
や

マ
ン

シ
ョ

ン
が

あ
る

た
め

若
者

や
フ

ァ
ミ

リ
ー

の
動

き
は

あ
る
が
昔
か
ら
生
活
を
し
て
い
る
住
民
に
し
た
ら
片
山
の
人
の
流
れ
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

吹
田
市
の
老
健
の
先
駆
け

と
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
介

護
で

地
域

に
根

づ
き

地
域
住
民
と
の
繋
が
り
に
貢
献
し
て
き
た
。

老
健
が
無
く
な
っ
た
ら
ど

う
な

る
の

か
。

希
望
者
は
継
続
雇
用
と
言

っ
て

も
老

健
で

無
く

な
っ

た
ら

必
要

の
な

い
職

種
も

あ
り

専
門
職
と
し
て
働
け
な
い
の
で
は
と
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。

事
業
廃
止
と
な
っ
た
ら
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

に
も

負
担

が
大

き
く

申
し

訳
な
い
。

39
反

対

　
片
山
町
４
丁
目
に
住
む

市
民

で
す

。
片

山
地

域
に

は
介

護
老

人
保

健
施

設
は

「
吹

田
老
健
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
に
は
、
老
健
で
リ
ハ
ビ
リ
に
頑
張

り
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
方

も
い

ま
す

。
ベ

テ
ラ

ン
か

ら
、

若
い

職
員

ま
で

力
を

合
わ

せ
、
し
ん
ど
い
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
利
用
者
を
励
ま
し
て
く
れ
る
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。
市
の
責

任
で

こ
の

施
設

の
運

営
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

　
「
施
設
は
赤
字
続
き
で

、
廃

止
を

含
め

て
検

討
」

と
の

こ
と

で
す

が
、

市
民

は
、

施
設
を
利
用
す
る
の
に
、
利
用
料
金
も
支
払
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
も

、
こ

れ
か

ら
も

、
吹

田
市

民
と

し
て

収
入

に
応

じ
て

市
民
税
を
納
め
続
け
ま
す
。
市
民
が
納
め
た
そ
の
お
金
・
税
金
を
、
年

を
と
っ
て
も
尊
厳
を
も
っ

て
生

き
抜

く
た

め
に

、
援

助
・

支
援

を
し

て
く

れ
る

施
設

に
使
う
の
は
、
無
駄
遣
い
で
は
決
し
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
老
健

施
設
を
利
用
し
な
い
若
い

方
に

と
っ

て
も

、
年

老
い

た
親

の
介

護
の

心
配

、
不

安
、

費
用
負
担
な
ど
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
吹

田
老
健
へ
の
支
援
は
、
市

民
全

体
を

豊
か

に
す

る
、

政
策

の
一

つ
だ

と
だ

と
確

信
し

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
運
営
改
善

の
取

り
組

み
は

必
要

と
思

い
ま

す
が

、
ぜ

ひ
と

も
、

吹
田

老
健
施
設
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
・
吹
田
市
つ
く
る
中
心
的
な

役
割
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、

吹
田

市
が

責
任

を
持

っ
て

、
市

民
、

利
用

者
の

声
を

聞
き
、
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
体
制
を
維
持
し
て
く
だ
さ

い
。

（
12
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

40

介
護

人
材

の
外

部
流

出
に

対
す

る
懸

念
・

事
業

団
職

員
の

処
遇

・
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

・
地

域
貢

献
の

取
組

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
の

今
後

の
在

り
方

に
対

し
て

示
さ

れ
た

吹
田

市
の

方
針

に
対
し
て
下
記
の
点
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

・
民
間
譲
渡
に
よ
る
一
定

数
の

経
験

豊
富

な
職

員
の

流
出

が
防

げ
な

い
こ

と
・
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
処
遇

が
い

つ
わ

か
る

の
か

、
早

期
離

職
・

就
職

活
動

が
始

ま
る

リ
ス
ク
を
想
定
し
て
い
る
か
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
市
の
責
任
や
関
与
は

・
民
間
譲
渡
後
の
採
算
性

の
み

の
運

営
な

ど
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

低
下

や
市

民
か

ら
の

苦
情
に
対
し
て
の
対
応
は

・
市
民
向
け
講
座
、
地
域

交
流

、
認

知
症

支
援

等
、

公
的

施
設

と
し

て
の

地
域

還
元

機
能
の
継
続
は

・
利
用
者
・
職
員
・
地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

影
響

を
最

小
化

す
る

責
任

は
公

的
老

健
を
設
置
し
た
市
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

・
市
民
病
院
へ
の
支
援
と

吹
田

市
が

設
置

し
た

公
的

老
健

へ
支

援
し

な
い

方
針

の
整

合
性
は

＊
公
的
施
設
の
在
り
方
に

関
し

て
同

様
に

市
議

会
か

ら
追

及
さ

れ
た

際
に

、
大

阪
市

の
場
合
は
、
運
営
は
民
間
委
託
で
行
い
建
物
管
理
は
継
続
し
て
い
る

＊
行
政
と
大
学
と
施
設
で

三
位

一
体

と
な

っ
て

認
知

症
ケ

ア
の

拠
点

を
つ

く
る

こ
と

を
大
阪
市
は
示
し
て
い
る
が
、
吹
田
市
は
同
様
の
取
り
組
み
を
先
導
す

る
考
え
は
な
い
の
か

慎
重
な
議
論
を
求
め
ま
す

。

41
反

対

介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
う

の
は

人
で

す
。

そ
し

て
、

そ
の

人
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

を
受
け
た
人
々
は
当
人
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
、
さ
ら
に
は
そ
の
家
族

の
周
囲
の
人
、
例
え
ば
同

じ
職

場
の

方
な

ど
に

も
様

々
に

及
ぶ

こ
と

が
多

い
と

感
じ

て
い
ま
す
。

今
回
、
吹
田
市
が
議
会
意

見
を

尊
重

す
る

た
め

な
の

か
、

簡
単

に
ま

た
し

て
も

「
福

祉
の
吹
田
で
な
く
な
っ
た
」
を
推
進
す
る
姿
勢
・
市
政
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

経
営
的
な
努
力
を
同
施
設

に
求

め
つ

つ
も

、
国

の
介

護
保

険
制

度
の

改
悪

に
対

し
て

物
申
す
こ
と
も
望
ま
れ
る
と
お
も
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
開
始
と

重
な

っ
た

時
期

の
議

会
で

「
子

育
て

し
な

い
な

ら
吹

田
と

い
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
」
に
始
ま
っ
た
市
会
議
員
さ
ん
の
言
葉
に
驚

き
ま
し
た
。

弱
き
も
の
の
安
心
し
た
生

活
を

送
る

こ
と

を
大

事
に

す
る

こ
と

で
、

そ
の

方
々

の
自

立
を
支
援
す
る
。
結
果
、
多
く
の
強
き
方
の
安
心
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
し
た
福
祉
の
視

点
よ

り
も

「
儲

け
の

対
象

に
し

ま
し

ょ
う

」
の

吹
田

市
が

進
行
し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
結
果
か
ど
う
か
わ
か

り
ま

せ
ん

が
、

吹
田

市
は

人
口

が
増

え
て

い
る

、
高

槻
市

は
人
口
は
増
え
て
は
い
な
い
？
豊
中
市
も
？
で
す
が
、
所
謂
、
駅
前
の

活
気
が
、
高
槻
市
は
Ｊ
Ｒ

高
槻

と
阪

急
高

槻
等

に
あ

り
ま

す
。

豊
中

市
は

、
千

里
中

央
な
ど
や
曽
根
駅
は
、
以
前
よ
り
も
ど
う
か
な
？
と
感
じ
ま
す
が
、
吹

田
程
に
は
空
き
店
舗
が
少

な
い

よ
う

に
お

も
い

ま
す

。
吹
田
市
は
人
が
住
ん
で
い

て
安

心
が

出
来

な
い

よ
う

な
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

展
開

と
関

係
し
て
い
る
の
か
し
ら
、
と
お
も
い
ま
す
。

吹
田
の
江
坂
の
活
気
は
、

大
阪

市
に

近
い

か
ら

か
、

人
々

が
暮

ら
す

町
と

言
う

よ
り

昼
間
の
働
く
ひ
と
の
賑
わ
い
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
こ
に
い
る
人
を
大
切
に

思
う

、
福

祉
の

吹
田

を
再

び
の

努
力

が
市

民
の

私
達

に
も

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ど
う
か
、
目
の
前
の
経
済
だ
け
で
人

の
生
活
を
壊
さ
な
い
で
く

だ
さ

い
。

（
13
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

42
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

・
反

対

1.
本
方
針
に
至
る
ま
で
の
経

営
改

善
な

ど
具

体
策

が
な

く
不

透
明

で
あ

り
、

唐
突

す
ぎ
る
感
が
あ
り
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
含
め
て
再
考
を
要
望
し
ま
す
。

2.
民
間
譲
渡
或
い
は
廃
止
と

な
る

場
合

の
利

用
者

様
、

職
員

へ
の

対
処

や
処

遇
な

ど
の
具
体
的
条
件
が
確
約
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
は
不
安
が
あ
り
、
よ
り

明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
で

す
。

3.
収
益
悪
化
要
因
の
一
つ
と

し
て

職
員

の
在

職
年

数
増

加
が

人
件

費
増

と
し

て
あ

げ
ら
れ
て
ま
す
が
、
こ
れ
は
長
期
在
職
が
問
題
で
あ
り
、
対
象
者
は
早
期

退
職
を
促
進
を
す
べ
き
だ

と
受

け
取

れ
ま

す
。

実
際

に
退

職
金

や
給

与
面

で
増

額
で

あ
っ
た
と
し
て
も
安
全
や
品
質
、
生
産
性
の
面
で
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
は

ず
で
、
費
用
対
効
果
の
詳

細
分

析
を

要
望

し
ま

す
。

4.
更
に
収
益
悪
化
要
因
は
経

常
収

益
増

の
中

、
経

常
費

用
の

増
額

が
原

因
で

あ
り

、
令
和
5
年
か
ら
6
年
で
は
増
額
の
2
0
割
が
委
託
費
で
あ
り
ま
す
。
必
要
経

費
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

費
な

ど
原
価
と
な
る
費
用
に
対
す

る
低

減
活

動
な

ど
組

織
一

体
で

取
り

組
み

を
実

施
さ

れ
て

き
た
の
か
？
不
透
明
で
あ
り
、
ま
ず
は
実
施
を
し
て
体
質
改
善
が
最
優

先
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ご
考

慮
下

さ
い

。
5.

本
施
設
以
外
に
も
多
様
な

施
設

も
増

え
て

お
り

、
サ

ー
ビ

ス
は

充
実

し
て

い
る

か
ら
廃
止
を
し
て
も
大
丈
夫
だ
と
取
れ
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
果

た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か

？
通

所
リ

ハ
ビ

リ
は

特
に

送
迎

含
め

て
対

応
を

し
て

お
り

、
各
施
設
が
対
応
出
来
る
エ
リ
ア
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
本
施
設
の
位

置
付
け
で
な
け
れ
ば
利
用

が
出

来
な

い
利

用
者

様
も

あ
ら

れ
る

は
ず

で
あ

り
、

存
続

を
大
前
提
と
し
た
改
革
を
提
案
願
い
ま
す
。

43
指

定
管

理
者

制
度

指
定
管
理
の
期
間
が
残
っ

て
い

る
中

で
廃

止
と

民
間

譲
渡

の
方

針
が

出
さ

れ
、

そ
の

理
由
に
建
物
の
修
繕
費
や
公
益
施
設
で
あ
る
役
割
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
指

定
管

理
を

行
っ

た
令

和
6年

時
点

で
推

測
可

能
な

情
報

と
思

わ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
令
和
1
1
年
ま
で
指
定
管
理
と
し
た
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
計
画
を
変
更
し
て
わ

ず
か

1年
で

譲
渡

ま
た

は
廃

止
を

す
す

め
る

こ
と

は
利

用
者

の
負
担
や
介
護
人
材
の
流
出
、
片
山
地
区
の
老
健
施
設
が
な
く
な

り
、
地
域
の
要
介
護
度
上

昇
な

ど
多

大
な

リ
ス

ク
を

伴
い

ま
す

。
方
針
に
つ
い
て
は
令
和
11

年
の

指
定

管
理

終
了

ま
で

吹
田

老
健

の
役

割
や

経
営

改
善

の
可
能
性
や
吹
田
市
の
福
祉
の
未
来
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
し
、
慎
重

に
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

44
反

対

も
う
10

年
以
上
も
前
に
な
り

ま
す

が
、

こ
の

老
健

（
旧

市
民

病
院

を
接

し
て

い
る

）
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
職
員
の
方
や
入
所

者
の

方
が

い
ら

し
て

、
親

切
に

施
設

の
状

況
等

を
く

わ
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
い
て
、
近
く
に
こ
ん
な
良
い
施
設
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て
安

心
し

て
い

た
の

に
、

な
く

な
る

か
も

し
れ

な
い

と
聞

き
驚

い
て
い
ま
す
。

建
物
の
老
朽
化
の
た
め
な

ら
、

取
り

壊
さ

な
い

で
、

耐
震

工
事

等
を

し
て

で
も

ぜ
ひ

と
も
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
も
83

歳
に
な
り
、
な
く
な

る
の

は
と

て
も

心
細

く
、

心
配

し
て

い
ま

す
。

（
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分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

45
事

業
団

職
員

の
処

遇

現
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
残
留

さ
れ

る
こ

と
を

前
提

で
の

民
間

へ
譲

渡
し

て
の

営
業

継
続

を
希
望
し
ま
す
。

ま
ず
は
老
健
で
働
く
み
な

さ
ん

に
感

謝
の

気
持

ち
を

お
伝

え
し

ま
す

。
施
設
は
老
朽
化
し
て
い
ま

す
が

、
清

掃
が

行
き

届
き

清
潔

で
す

。
み
な
さ
ん
明
る
く
、
き
め

細
や

か
に

対
応

い
た

だ
き

、
母

は
入

所
後

、
心

身
と

も
に

安
定
し
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
裏
で
み
な
さ
ん
の
処

遇
が

据
え

置
か

れ
て

い
る

と
い

う
状

況
に

心
が

痛
み

ま
す

。
公
的
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
こ
れ
以
上
の
赤
字
を
放
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ

と
も

理
解

し
ま

す
。

よ
い
環
境
は
施
設
に
加
え

、
そ

こ
で

働
く

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
と

こ
ろ

が
大

き
く

、
民

間
経
営
に
な
っ
た
の
ち
も
、
今
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
残
り
対
応
い

た
だ
け
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す

。

46
反

対

介
護
老
人
保
健
施
設
と
し

て
長

く
取

り
組

ま
れ

、
地

域
の

老
人

が
介

護
を

淋
し

く
暮

ら
す
こ
と
な
く
、
施
設
職
員
や
施
設
の
利
用
が
お
互
い
様
の
気
持
ち
で

寄
り
添
い
日
々
を
過
ご
し

て
い

る
様

子
を

見
て

お
り

ま
す

。
こ
れ
か
ら
の
世
代
が
今
日

の
世

界
の

状
勢

を
考

察
す

る
と

、
こ

れ
か

ら
１

５
～

２
５

年
の
間
に
は
「
核
の
世
界
」
に
な
る
の
で
は
と
思
わ
れ
、
そ
の
時
点
で

は
戦
後
生
ま
れ
の
人
た
ち

が
老

齢
化

を
迎

え
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

現
在

で
も

特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
が
出
来
な
い
人
た
ち
が
多
く
い
る
現
状
を
み

ま
す
と
吹
田
市
に
於
い
て

老
健

施
設

を
廃

止
ま

た
は

民
間

譲
渡

す
る

こ
と

は
、

将
来

に
於
い
て
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。
高
価
な

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
次
々

と
建

設
さ

れ
ま

す
が

、
土

地
付

き
の

住
宅

を
売

却
す

る
か

宝
く
じ
で
も
当
た
ら
な
い
と
入
所
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
金
額
が
提
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
幾
ら
給

料
が

よ
く

て
も

イ
ン

フ
レ

経
済

で
は

所
詮

入
居

は
疑

問
…

現
在
、
吹
田
老
健
の
事
業

団
の

運
営

が
不

振
で

も
、

自
治

体
が

「
憲

法
第

三
章

の
条

文
」
を
し
っ
か
り
読
み
国
民
の
安
寧
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
現
在
不
振
で
も
事

業
団

が
社

協
を

は
じ

め
と

し
、

各
地

区
の

自
治

会
と

連
携

を
取
り
、
不
遇
な
人
を
受
け
入
れ
る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
今
後
の
発

展
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し

ょ
う

か
。

再
度

検
討

を
加

え
、

ま
た

市
も

市
議

会
も

営
利
の
み
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
市
民
生
活
の
向
上
を
も
う
一
度
再

考
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い

か
と

存
じ

ま
す

。

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

47
地

域
貢

献
の

取
組

・
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

　
私
は
、
回
想
法
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

活
動

し
て

お
り

ま
す

。
き

っ
か

け
は

母
が

認
知
症
を
発
症
し
、
少
し
で
も
認
知
症
と
い
う
病
気
を
理
解
す
る
た
め

に
、
市
報
に
掲
載
さ
れ
て

い
る

セ
ミ

ナ
ー

や
講

座
に

参
加

し
た

中
の

ひ
と

つ
で

し
た

。
　
　
回
想
法
養
成
講
座
を
受
講
す
る
た
め
、
初
め
て
吹
田
市
介
護
老

人
保
健
施
設
に
足
を
踏
み

入
れ

ま
し

た
。

開
放

的
な

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

や
広

々
と

し
た

廊
下
や
リ
ハ
ビ
リ
の
部
屋
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
想
像
し
て
い
た
も
の
と

は
ま
る
で
違
い
驚
き
ま
し

た
。

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
で

は
、

回
想

法
だ

け
で

な
く

、
他

に
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
広
く
市
民
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
環
境
に
、

感
謝

い
た

し
ま

す
。

利
用
者
さ
ん
が
よ
り
良
い

時
間

を
過

ご
せ

る
よ

う
、

毎
回

季
節

感
を

大
切

に
テ

ー
マ

を
変
え
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
て
も
戦
争
の
話
ば
か
り
さ

れ
る
方
、
ボ
ー
と
し
て
会

話
に

中
々

参
加

さ
れ

な
い

方
も

い
ま

し
た

。
で

す
が

回
を

重
ね
る
う
ち
に
笑
顔
が
増
え
、
幼
少
期
の
頃
を
思
い
出
し
、
喜
ん
で
涙

す
る
な
ど
変
化
感
じ
て
い

ま
す

。
そ

れ
と

同
時

に
、

私
自

身
も

回
想

法
を

受
け

て
い

る
感
覚
で
、
と
て
も
暖
か
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
素
案
読
ま
せ
て
頂
き
ま

し
た

。
吹

田
市

介
護

老
人

保
健

施
設

の
経

営
の

悪
化

、
物

価
の
上
昇
、
人
件
費
ア
ッ
プ
、
巨
額
な
大
規
模
修
繕
の
費
用
な
ど
、
難

し
い
局
面
な
の
は
理
解
で

き
ま

し
た

。
た

だ
ひ

と
つ

知
り

た
い

の
は

、
他

の
民

間
の

老
健
の
経
営
状
況
は
ど
う
な
の
か
で
す
。
吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施
設

だ
け
が
利
用
者
に
選
ば
れ

ず
、

入
所

者
数

が
減

少
し

て
い

る
の

か
？

他
の

施
設

は
ど

う
な
の
か
？
コ
ロ
ナ
時
期
を
経
験
、
物
価
や
人
件
費
の
上
昇
は
、
ど
の

民
間
の
施
設
も
苦
労
さ
れ

て
い

る
事

で
し

ょ
う

。
万

が
一

、
民

間
の

老
健

が
経

営
悪

化
に
よ
る
施
設
の
閉
鎖
と
な
る
と
ど
う
な
る
の
か
と
、
不
安
に
な
り
ま

す
。
是
非
、
他
の
民
間
の

老
健

の
入

所
状

況
や

経
営

状
況

も
加

味
し

な
が

ら
、

議
会

で
議
論
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
後
益
々
増
え
る
と
い
わ
れ
る
認
知
症

患
者
。
介
護
を
必
要
と
し

て
い

る
高

齢
者

や
そ

の
家

族
の

受
け

皿
と

し
て

、
今

を
生

き
る
吹
田
の
高
齢
者
、
未
来
を
生
き
る
吹
田
の
高
齢
者
が
、
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
事
を
切
に

願
い

ま
す

。
　
吹
田
市
介
護
老
人
保
健

施
設

は
、

こ
れ

ま
で

沢
山

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
育

て
、

そ
の

お
陰
で
一
般
市
民
で
あ
る
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後

も
、

平
時

か
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
多

く
活

躍
で

き
る

環
境
が
あ
れ
ば
、
突
然
来
る
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
大
き
く
貢
献
出
来

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

48
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

母
が
今
年
79

歳
、
独
居
で
す

。
私

も
近

所
に

住
ん

で
い

ま
す

が
仕

事
が

忙
し

く
月

に
1度

会
い
に
い
く
程
度
で
す
。
7
0
歳
を
超
え
て
か
ら
転
倒
や
骨
折
も
あ

り
、
最
近
は
通
院
も
増
え

歩
く

こ
と

が
し

ん
ど

く
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

昨
年

は
入

院
時
は
送
迎
・
付
き
添
い
等
私
も
休
み
を
も
ら
っ
て
対
応
、
今
後
高
齢

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
こ

と
が

大
き

く
な

っ
て

い
く

想
定

を
し

て
い

ま
す

。
片

山
に

老
健
が
あ
る
こ
と
は
地
域
の
人
間
に
と
っ
て
安
心
な
こ
と
で
し
た
。
施

設
利
用
は
こ
れ
ま
で
し
て

き
て

い
な

か
っ

た
母

で
す

が
、

老
健

は
今

後
必

ず
必

要
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
母
の
よ
う
な
団
塊
の
世
代
の
人

が
多
い
の
で
、
現
役
世
代

と
し

て
老

健
の

廃
止

や
規

模
の

縮
小

は
大

き
な

不
安

で
す

。

49
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

吹
田
老
健
の
存
続
が
危
機

に
あ

る
と

の
説

明
を

お
聞

き
し

て
私

の
思

い
を

聞
い

て
い

た
だ
き
た
く
投
稿
し
て
お
り
ま
す

日
頃
か
ら
地
域
の
高
齢
の

皆
さ

ん
と

関
わ

っ
て

い
る

身
と

し
て

、
老

健
は

市
民

全
体

の
特
に
生
活
弱
者
の
味
方
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
経
営
の
状
況

を
考
え
る
と
安
易
に
意
見

を
申

し
上

げ
に

く
い

の
で

す
が

、
年

金
生

活
の

高
齢

者
を

幅
広
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
場
所
は
市
民
に
と
っ
て
何
よ
り
の
安
心

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

利
用

者
の

為
に

、
法

人
へ

の
譲

渡
を

含
め

広
い

視
野

で
現

状
維
持
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
ま
で
日
本
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
が
笑
顔
で

過
ご

し
て

い
る

場
所

を
な

く
さ

な
い

で
く

だ
さ

い
。
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

50
地

域
貢

献
の

取
組

地
域
の
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

と
し

て
大

勢
活

動
さ

れ
て

お
ら

れ
ま

す
。

生
き

が
い

や
居
場
所
づ
く
り
に
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
安
定
し
た
基
盤
で
の

老
健

施
設

運
営

を
求

め
ま

す
。

51
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望
・

指
定

管
理

者
制

度

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
に

は
在

職
期

間
が

長
く

経
験

豊
富

な
職

員
が

多
く

い
ま

す
。
介
護
の
担
い
手
が
外
部
に
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
は
市
に
と
っ

て
、
大
き
な
損
失
に
な
っ

て
し

ま
う

為
、

存
続

さ
せ

て
頂

き
た

い
で

す
。

ま
た

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
方
の
活
動
の
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
も
あ
り
ま

す
。
利
用
者
の
方
も
環
境

が
変

わ
っ

て
し

ま
う

こ
と

で
不

安
に

な
っ

て
し

ま
わ

れ
る

方
も
で
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
管
理
の
期
間

が
あ

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

対
応

が
早

急
過

ぎ
る

と
思

い
ま

す
。

52
反

対
・

介
護

人
材

の
外

部
流

出
に

対
す

る
懸

念

市
と
事
業
団
の
指
定
管
理

契
約

期
間

中
に

、
譲

渡
や

廃
止

を
行

う
方

針
案

に
反

対
で

す
。

吹
田
介
護
老
人
保
健
施
設

の
公

的
施

設
と

し
て

の
役

割
を

再
確

認
し

、
さ

ら
な

る
経

営
努
力
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

中
間
施
設
と
し
て
市
内
の

多
く

の
高

齢
者

を
在

宅
復

帰
さ

せ
て

き
た

吹
田

老
健

の
ス

キ
ル
や
人
材
を
失
う
こ
と
は
、
吹
田
市
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
り

ま
す
。

拙
速
に
結
論
を
出
さ
ず
、

立
ち

止
ま

っ
て

検
討

し
て

い
た

だ
く

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

53
反

対
・

地
域

貢
献

の
取

組

片
山
地
域
に
吹
田
老
健
は

必
要

で
す

吹
田
老
健
は
公
の
施
設
と

し
て

経
験

豊
富

な
職

員
が

た
く

さ
ん

い
ま

す
。

こ
れ

ま
で

も
民
間
施
設
で
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
人
の
受
け
入
れ
を
し
て
き
ま
し

た
。
老
健
は
退
院
後
の
高

齢
者

の
リ

ハ
ビ

リ
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
在

宅
支

援
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
中
で
、
片
山
地
域

か
ら

吹
田

老
健

を
な

く
さ

な
い

で
く

だ
さ

い
。

今
ま
で
吹
田
老
健
で
は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
も

活
発

に
行

わ
れ

て
お

り
、

認
知

症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
派
遣
や
認
知
症
カ
フ
ェ
も
継
続
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地

域
交

流
ス

ペ
ー

ス
の

場
を

な
く

さ
な

い
よ

う
に

節
に

お
願
い
し
ま
す
。

54
反

対
他
の
老
健
で
は
受
け
入
れ

が
難

し
い

方
を

受
け

入
れ

て
い

る
吹

田
老

健
の

財
政

が
厳

し
い
の
は
当
然
。
市
の
責
任
で
現
状
維
持
で
進
め
て
欲
し
い
。
事
業
譲

渡
反
対
で
す

55
反

対
吹
田
老
健
は
こ
れ
ま
で
地

域
で

受
け

入
れ

困
難

な
人

を
多

数
受

け
入

れ
て

き
ま

し
た

。
な
く
な
れ
ば
、
困
難
な
事
例
の
方
が
行
き
先
な
く
な
り
、
地
域
の
人

だ
ち
が
困
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
運
営

が
で

き
る

よ
う

に
吹

田
市

が
責

任
を

持
っ

て
運

営
し

て
く

だ
さ
い
。

56
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義
運
営
面
で
赤
字
に
な
っ
て

い
る

と
こ

ろ
は

単
な

る
努

力
不

足
で

は
な

く
、

民
間

の
施

設
で
は
採
算
や
管
理
の
難
し
さ
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
困
難
な
事
例

も
受
け
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も

あ
り

、
そ

う
い

っ
た

側
面

も
評

価
し

て
ほ

し
い

。

57
反

対
こ
れ
ま
で
公
の
施
設
と
し

て
知

識
と

経
験

が
あ

る
職

員
が

い
る

吹
田

老
健

か
ら

、
そ

の
介
護
職
員
が
居
な
く
な
る
こ
と
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
吹
田
市
と

し
て
福
祉
や
暮
ら
し
や
す

さ
で

魅
力

を
出

し
て

き
た

市
だ

と
思

い
ま

す
し

勿
体

な
い

で
す
。
吹
田
市
と
し
て
施
設
を
残
し
て
欲
し
い
で
す
。
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

58

指
定

管
理

者
制

度
・

介
護

人
材

の
外

部
流

出
に

対
す

る
懸

念

指
定
管
理
を
受
け
て
い
る

期
間

が
残

っ
て

い
る

状
態

で
事

業
団

の
解

散
も

含
め

た
動

き
は
他
の
事
業
者
か
ら
見
て
も
吹
田
市
へ
の
印
象
は
悪
く
な
る
。

長
年
対
応
し
て
き
て
い
る

か
ら

こ
そ

の
職

員
集

団
が

あ
る

の
で

そ
の

知
識

が
外

に
出

て
い
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

59
事

業
廃

止
の

場
合

の
対

応
老
健
施
設
が
廃
止
に
な
る

と
高

齢
者

安
心

し
て

暮
ら

せ
れ

な
い

や
め
て
く
だ
さ
い

60
反

対
・
片
山
地
域
の
老
人
福
祉

の
担

い
手

が
い

な
く

な
る

。
吹

田
老

健
は

残
し

て
欲

し
い

。
・
退
院
後
の
高
齢
者
が
家

庭
で

生
活

を
す

る
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
老

健
施

設
は

、
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
必
要
な
施
設
で
す
。
吹
田
市
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
し
て
欲
し
い

。

61
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
で

も
あ

る
の

で
存

続
を

希
望

し
ま

す
。

62
反

対
吹
田
市
に
住
む
高
齢
者
が

安
心

し
て

入
院

後
の

療
養

が
で

き
た

の
は

、
老

健
施

設
が

果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

運
営
の
厳
し
さ
は
あ
る
と

思
う

の
で

す
が

、
市

が
財

政
の

支
援

を
続

け
な

が
ら

存
続

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
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類
　

　
　

　
　

提
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意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

63
反

対

　
退
院
後
の
高
齢
者
が
、

在
宅

で
の

生
活

を
望

ん
で

も
、

入
院

生
活

か
ら

家
の

中
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
て
い
ね
い
な
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
で
す
。

家
族
の
負
担
も
大
き
く
、

そ
こ

で
何

か
事

故
が

起
き

る
と

ま
た

入
院

に
な

っ
て

し
ま

い
ま
す
。
長
く
働
い
て
経
験
も
豊
富
な
職
員
が
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
は

安
心
で
す
。
今
、
入
所
し

て
い

る
方

や
通

所
さ

れ
て

い
る

方
も

環
境

が
大

き
く

変
わ

る
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
吹
田
市
が
公
の
責
任
で
建
て
た
老

健
施
設
は
今
の
ま
ま
残
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

望
み

ま
す

。

64
地

域
貢

献
の

取
組

・
反

対

10
年
以
上
に
わ
た
る
「
認
知

症
カ

フ
ェ

」
の

運
営

や
、

15
0名

を
超

え
る

「
回

想
法

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
養
成
、
近
隣
の
小
中
学
校
と
の
交
流
な
ど
、
吹
田

老
健
が
担
っ
て
き
た
地
域

に
根

ざ
し

た
多

角
的

な
活

動
を

高
く

評
価

す
べ

き
で

す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
収
益
性
に
は
現
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
繋
が
り
や
福

祉
教
育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
生

き
が

い
作

り
を

支
え

る
「

目
に

見
え

な
い

健
康

財
産

」
で
す
。
民
間
譲
渡
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
採
算
の
取
れ
な
い
重
要
な

社
会
的
活
動
が
縮
小
・
消

滅
す

る
こ

と
は

、
地

域
福

祉
の

大
き

な
損

失
で

あ
り

、
断

固
反
対
し
ま
す
。

65
介

護
人

材
の

外
部

流
出

に
対

す
る

懸
念

吹
田
老
健
に
は
、
勤
続
年

数
が

長
く

、
経

験
と

知
識

が
豊

富
な

熟
練

職
員

が
多

数
在

籍
し
て
お
り
、
そ
れ
が
利
用
者
や
家
族
か
ら
の
深
い
信
頼
の
源
泉
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
が
指

摘
す

る
人

件
費

の
高

さ
は

、
職

員
が

定
着

し
、

「
質

の
高

い
ケ
ア
」
を
提
供
し
て
い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。
民
間
へ
の
拙
速
な
譲

渡
は
、
優
秀
な
介
護
人
材

の
流

出
を

招
き

、
長

年
築

き
上

げ
て

き
た

ケ
ア

の
質

を
破

壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
、
利
用

者
が
慣
れ
親
し
ん
だ
職
員

と
の

信
頼

関
係

の
中

で
生

活
で

き
る

よ
う

、
現

行
の

運
営

体
制
を
守
る
べ
き
で
す
。

66
反

対

吹
田
老
健
は
、
民
間
施
設

で
は

受
け

入
れ

が
困

難
な

急
な

事
案

や
、

生
活

保
護

の
受

給
者
、
難
病
患
者
、
重
度
の
認
知
症
の
方
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
お
り
、
市
民
に
と
っ
て

の
最

後
の

駆
け

込
み

寺
と

な
っ

て
い

ま
す

。
高

齢
化

が
進

む
中
で
こ
う
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け

る
こ
と
は
吹
田
市
の
重
要

な
公

的
責

任
だ

と
思

い
ま

す
。

財
政

的
な

赤
字

の
み

を
理

由
に
廃
止
や
民
間
譲
渡
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
命
と
生
活

を
守
る
拠
点
と
し
て
吹
田

市
が

責
任

を
持

っ
て

直
営

・
指

定
管

理
体

制
で

存
続

さ
せ

る
べ
き
で
す
。

67
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

・
反

対

本
来
20

29
年
度
（
令
和
11

年
度

）
ま

で
あ

る
は

ず
の

指
定

管
理

期
間

を
大

幅
に

短
縮

し
、
わ
ず
か
1
年
足
ら
ず
で
譲
渡
や
廃
止
を
決
め
よ
う
と
す
る
市
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
あ
ま
り
に

拙
速

で
、

経
営

改
善

の
議

論
が

尽
く

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た
、
譲
渡
条
件
を
「
1
0
年
間
の
み
老
健
と
し
て
運
営
」
と
し
、
そ
の

後
の
存
続
を
事
業
者
に
委

ね
る

方
針

は
、

市
民

の
将

来
に

対
す

る
極

め
て

無
責

任
な

態
度
で
す
。
赤
字
の
背
景
に
は
、
全
国
的
な
介
護
報
酬
の
低
さ
と
い
う

制
度
上
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。

市
は

財
政

負
担

の
切

り
離

し
を

最
優

先
す

る
の

で
は

な
く
、
ま
ず
は
現
行
体
制
で
の
経
営
再
建
案
を
市
民
に
示
す
べ
き
で

す
。

68
反

対

吹
田
老
健
は
、
病
院
か
ら

自
宅

へ
の

復
帰

を
目

指
す

中
間

施
設

と
し

て
５

０
％

を
超

え
る
高
い
在
宅
復
帰
率
を
誇
っ
て
お
り
、
全
国
に
先
駆
け
て
設
置
さ
れ

た
歴
史
的
意
義
が
あ
り
ま

す
。

単
に

高
齢

者
を

預
か

る
場

で
は

な
く

、
住

み
慣

れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
拠
点
と
し
て
の

機
能
は
、
健
康
で
暮
ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

に
不

可
欠

で
す

。
こ

の
高

度
な

専
門

性
と

実
績
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
吹
田
市
は
安
易
な
民
間
譲
渡
を
行
わ

ず
、
現
在
の
質
の
高
い
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

で
き

る
体

制
を

保
証

す
べ

き
で

す
。
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No
分

類
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出

意
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※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

69
介

護
人

材
の

外
部

流
出

に
対

す
る

懸
念

地
域
に
は
担
い
手
が
必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
公
の
施
設
か
ら
経
験
と
知

識
が

豊
富

な
介

護
職

員
が

い
な

く
な

る
こ

と
は

問
題

に
な

る
と
思
い
ま
す
。

老
健
施
設
は
吹
田
市
の
施

設
と

し
て

残
し

て
欲

し
い

で
す

。

70
反

対

吹
田
市
に
は
、
民
間
の
老

健
を

合
わ

せ
て

7件
あ

り
ま

す
。

吹
田
老
健
は
片
山
、
山
手

地
区

で
30
年

以
上

、
地

域
に

密
着

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
参
り
ま
し
た
。

現
在
も
利
用
者
の
中
に
は

、
親

が
お

世
話

に
な

っ
て

よ
く

し
て

い
た

だ
き

、
自

分
も

お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
、
、
、
と
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
利
用
者

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

30
年
以
上
、
市
の
老
健
と
し

て
、

信
頼

を
構

築
し

て
き

ま
し

た
。

他
老
健
で
は
受
け
入
れ
る

こ
と

の
で

き
な

い
ケ

ー
ス

や
医

療
依

存
度

が
高

い
、

内
服

薬
が
他
で
は
対
応
で
き
な
い
方
を
沢
山
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

職
員
も
経
験
豊
か
で
す
か

ら
、

異
常

の
早

期
発

見
、

素
早

い
対

応
で

重
篤

症
状

に
な

ら
ず
に
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。

単
独
経
営
と
病
院
の
退
院

に
関

し
て

、
老

健
は

在
宅

復
帰

扱
い

に
な

ら
な

い
と

い
う

、
国
の
施
作
に
よ
り
、
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
子
育
て
世
代

、
働

き
盛

り
の

職
員

が
沢

山
い

ま
す

。

利
用
者
、
地
域
の
方
の
為

に
も

縮
小

し
て

存
続

さ
せ

て
い

く
よ

う
な

方
針

も
考

え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す

。

71
反

対

こ
れ
ま
で
受
け
入
れ
が
民

間
で

は
難

し
い

と
言

わ
れ

た
人

を
受

け
入

れ
た

り
、

公
共
性
高
く
活
躍
し
て
く

だ
さ

っ
て

い
ま

し
た

。
運
営
が
悪
化
し
て
い
る
の

は
介

護
報

酬
の

制
度

な
ど

の
た

め
で

あ
り

、
い

き
な

り
の

廃
止
で
は
な
く
生
活
し
て
い
る
方
々
の
命
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
現
場
の

方
々
の
お
話
も
十
分
に
聞

い
て

い
た

だ
い

て
、

も
う
少
し
違
う
方
法
も
提

案
で

き
な

い
も

の
か

。
市
は
財
政
支
援
以
外
に
で

き
る

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
し

て
公

共
財

産
と

し
て

残
す

方
法

も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

72
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

地
域
の
記
憶
の
継
承
と
し

て
古

く
か

ら
親

し
ま

れ
て

き
た

景
観

や
場

所
を

守
る

こ
と

は
、
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
地
域
へ
の
愛
着
）
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
施
設
が
存
続
す
る

こ
と

は
、

地
域

全
体

で
高

齢
者

を
支

え
る

仕
組

み
を

守
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

何
よ
り
も
介
護
の
未
来
・

施
設

を
必

要
と

し
て

い
る

方
々

、
職

員
の

方
々

を
守

る
た

め
に
も
存
続
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

民
間
の
力
も
借
り
て
、
社

会
の

流
れ

や
変

化
に

合
わ

せ
た

施
設

へ
と

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
存
続
さ
せ
る
方
向
で
再
検
討
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

（
20
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

73
反

対

8の
吹
田
老
健
の
あ
り
方
に
つ

い
て

の
今

後
の

方
向

性
で

は
「

本
市

に
お

け
る

６
５

歳
以

上
人
口
は
２
０
２
５
年
ま
で
増
加
し
続
け
る
・
・
・
医
療
と
介
護

の
両
面
か
ら
の
支
援
を
要

す
る

高
齢

者
の

増
加

が
予

想
さ

れ
ま

す
」

「
急

性
期

医
療

か
ら
在
宅
生
活
へ
の
移
行
を
支
え
る
中
間
施
設
と
し
て
、
ま
た
在
宅
介

護
を
補
完
す
る
機
能
と
し

て
、

介
護

老
人

保
健

施
設

に
は

今
後

も
一

定
の

必
要

性
が

あ
る
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
「
介
護

老
人

保
健

施
設

の
機

能
そ

の
も

の
は

必
要

で
あ

る
も

の
の

、
そ
の
提
供
主
体
が
公
の
施
設
で
あ
る
必
要
性
は
低
下
し
て
い
ま
す
」

と
あ
る
が
、
必
要
性
は
低

下
し

て
い

る
と

い
う

の
は

吹
田

市
の

勝
手

な
言

い
分

で
あ

る
。

　
介
護
保
険
制
度
を
取
り

巻
く

状
況

は
厳

し
く

、
民

間
の

老
健

施
設

も
経

営
が

厳
し

く
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
民
間
病
院
で
も
経
営
が
圧
迫
し
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

　
福
祉
へ
の
税
金
の
出
し

惜
し

み
を

し
て

、
老

朽
化

し
た

施
設

の
建

て
替

え
も

民
間

頼
み
と
い
う
の
は
理
解
が
で
き
な
い
。

　
公
の
施
設
と
し
て
市
が

経
営

を
支

え
る

の
は

、
吹

田
市

が
高

齢
福

祉
に

責
任

を
持

つ
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
吹
田
市
が
公
共
福

祉
の
増
進
を
図
る
役
割
を

投
げ

捨
て

て
い

る
こ

と
に

等
し

い
。

　
公
立
保
育
園
の
民
営
化

で
受

託
し

た
社

会
福

祉
法

人
は

老
朽

化
し

た
園

舎
の

建
て

替
え
を
押
し
付
け
ら
れ
、
財
政
面
で
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。

　
吹
田
市
は
今
後
も
老
健

施
設

の
経

営
に

責
任

を
持

つ
べ

き
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
こ

の
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
。

74
反

対

P１
２
「
８
　
吹
田
老
健
の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
今

後
の

方
向

性
に

つ
い

て
」

（
１
）
介
護
保
険
施
設
と

し
て

の
必

要
性

に
つ

い
て

　
吹
田
市
内
の
介
護
老
人

保
健

施
設

を
施

設
分

類
ご

と
に

分
け

る
と

、
各

分
類

の
施

設
が
必
要
と
な
る
た
め
、
超
強
化
型
の
吹
田
老
健
は
存
続
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

（
２
）
公
の
施
設
と
し
て

の
必

要
性

　
大
規
模
改
修
に
要
す
る

多
額

の
経

費
を

考
え

る
と

民
間

事
業

者
の

負
担

も
大

き
い

た
め
、
吹
田
市
の
負
担
で
大
規
模
改
修
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
21
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

75
事

業
廃

止
の

場
合

の
対

応
・

事
業

団
職

員
の

処
遇

　
吹
田
市
介
護
老
人
保
健

施
設

の
今

後
の

あ
り

方
に

つ
い

て
議

論
さ

れ
て

い
る

中
で

、
現
在
利
用
し
て
い
る
入
所
者
・
通
所
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
強
い
懸

念
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
入
所
し
て
い
る
利
用
者

に
つ

い
て

、
施

設
の

縮
小

や
閉

鎖
が

進
ん

だ
場

合
、

次
の

行
き
先
が
す
ぐ
に
見
つ
か
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
た
な
施
設
を
探

す
こ

と
は

家
族

に
と

っ
て

大
き

な
負

担
と

な
る

こ
と

も
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
環
境
の
変
化
は
高
齢
者
に
と
っ
て
身
体
的
・
精
神

的
な
負
担
と
な
り
、
慣
れ

な
い

生
活

環
境

に
よ

っ
て

体
調

の
変

化
や

健
康

状
態

の
悪

化
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
通
所
サ
ー
ビ
ス
を

利
用

し
て

い
る

方
に

つ
い

て
も

、
通

う
場

を
失

う
可

能
性

が
あ
り
ま
す
。
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
リ
ハ
ビ
リ
や
活
動
を
通
し
て
身
体
機

能
の
維
持
に
重
要
な
役
割

を
果

た
し

て
い

る
と

考
え

ま
す

。
利

用
場

所
が

な
く

な
る

こ
と
で
活
動
量
が
低
下
し
、
病
状
の
進
行
や
健
康
状
態
の
悪
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

ま
た

人
と

関
わ

る
機

会
が

減
少

し
、

自
宅

に
こ

も
り

が
ち
に
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
人
間
関
係
や
交
流
の
場

が
失
わ
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま

す
。

　
施
設
で
働
く
職
員
に
と

っ
て

も
、

施
設

の
縮

小
や

閉
鎖

は
働

く
場

を
失

う
不

安
や

転
職
に
伴
う
精
神
的
負
担
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
介

護
人
材
が
不
足
し
て
い
る

と
言

わ
れ

る
中

で
、

職
員

が
安

心
し

て
働

き
続

け
ら

れ
る

環
境
を
守
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
吹
田
市
介
護
老
人
保
健

施
設

は
、

在
宅

復
帰

を
支

え
る

重
要

な
役

割
を

担
う

だ
け

で
な
く
、
高
齢
者
の
生
活
や
地
域
の
介
護
を
支
え
る
大
切
な
存
在
で

す
。
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す

る
際

に
は

、
現

在
利

用
し

て
い

る
方

々
や

そ
の

家
族

、
そ
し
て
現
場
で
働
く
職
員
へ
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

76
反

対
・

介
護

人
材

の
外

部
流

出
に

対
す

る
懸

念

１
．
退
院
後
の
高
齢
者
が

家
庭

で
生

活
を

す
る

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
を

行
う

老
健

施
設

は
、
必
要
な
施
設
で
す
。
健
康
で
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
吹
田
市
に
は

公
の
施
設
と
し
て
存
続
し

て
ほ

し
い

で
す

。
吹

田
市

が
公

的
に

責
任

を
持

っ
て

運
営

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

２
．
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

経
験

と
知

識
が

豊
富

な
介

護
職

員
さ

ん
が

い
な

く
な

る
こ

と
は
と
て
も
不
安
で
す
。
公
的
な
施
設
と
し
て
残
す
こ
と
で
担
い
手
と

な
る
介
護
職
員
さ
ん
が
退

職
さ

れ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

（
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）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

77
地

域
貢

献
の

取
組

突
然
の
職
場
の
譲
渡
、
事

業
停

止
の

説
明

を
受

け
て

、
経

営
状

況
悪

化
に

や
む

を
得

な
い
状
況
で
は
あ
る
の
は
理
解
し
ま
し
た
。
生
活
や
日
常
が
揺
る
が
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

働
く
側
（
従
業
員
）
と
し

て
は

、
深

刻
な

思
い

で
す

。
働
く
側
は
た
だ
穏
や
か
に

利
用
さ
れ
る
側
も
た
だ

穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
と

い
う

気
持

ち
の

中
に

い
る

と
思

い
ま

す
。

・
譲
渡
先
が
無
い
場
合
は

終
了

・
民
間
事
業
者
の
企
画
運

営
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
し

施
設

の
維

持
・

運
営

を
可

能
に

し
施

設
に
求
め
る
機
能
「
何
が
残
っ
て
欲
し
い
か
」
「
何
が
足
り
な
い
か
」

施
設
を
た
だ
残
す
だ
け
で

な
く

今
の

時
代

に
合

っ
た

機
能

、
今

に
合

わ
せ

た
多

世
代

交
流
・
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
付
加
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
再
定
義
し
て

い
く

地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交

流
の

で
き

る
貴

重
な

施
設

担
当
者
や
役
所
を
大
幅
に

変
え

て
で

も
施
設
内
の
職
務
、
地
域
の

連
帯

感
も

引
き

続
き

繋
げ

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
で

す

-
-

先
程
送
信
し
ま
し
た
 

誤
字
が
あ
り
ま
し
た
の
で

訂
正

 
 地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交

流
の

で
き

る
貴

重
な

施
設

 
担
当
者
や
役
所
を
大
幅
に

変
え

て
で

も
 

施
設
内
の
職
務
、
地
域
の

連
帯

感
も

引
き

続
き

繋
げ

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
で

す
 

 誤
字
　
役
所
で
は
な
く
役

職
 

訂
正
　
担
当
者
や
役
職

78
反

対

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

、
い

か
に

も
老

健
を

無
く

そ
う

と
し

て
い

る
内

容
だ

と
思

い
ま
す
。
役
割
等
や
創
設
以
来
の
内
容
が
一
切
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

公
正

で
あ

る
と

言
っ

て
い

ま
す

が
、

全
く

公
正

と
は

言
え

ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
附
帯
決
議
案
を

出
さ

れ
た

議
員

の
方

々
は

高
齢

福
祉

と
は

何
か

を
知

っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
老
健
に
見
学
に
行
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
人
生

を
左

右
す

る
事

案
を

議
会

だ
け

で
決

め
な

い
で

、
市

民
の

声
、
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

（
23
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

79
公

の
施

設
と

し
て

の
意

義

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
に

は
、

地
域

住
民

と
し

て
認

知
症

の
母

が
地

域
と

の
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
き
っ
か
け

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

そ
し

て
、

私
自

身
は

他
法

人
の

介
護

老
人

保
健

施
設

に
勤
務
す
る
介
護
福
祉
士
で
も
あ
り
ま
す
。
 

民
間
法
人
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
が

充
実

し
て

い
る

と
の

見
解

で
す

が
、

建
物

は
建

っ
て

き
て
い
て
も
ど
こ
も
人
手
不
足
で
働
く
人
材
が
充
足
し
て
い
る
と
は
到

底
思
え
ま
せ
ん
し
、
余
裕

の
あ

る
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

て
い

る
現

状
に

は
な

い
と

思
い
ま
す
。
 

市
民
が
介
護
が
必
要
な
状

態
で

あ
っ

て
も

慣
れ

親
し

ん
だ

地
域

で
で

き
る

だ
け

長
く

暮
ら
す
た
め
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
老
人
保
健
施
設
は
地
域
ご
と

に
不
可
欠
で
あ
り
、
公
の

施
設

と
し

て
人

手
を

充
足

さ
せ

な
が

ら
地

域
に

開
か

れ
た

施
設
運
営
を
行
い
、
他
法
人
の
見
本
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
 

ど
こ
の
法
人
も
運
営
が
厳

し
い

状
況

に
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

の
中

で
も

吹
田

市
介

護
老
人
保
健
施
設
に
は
、
公
の
施
設
と
し
て
存
在
し
て
い
た
だ
き
他
法

人
を
引
っ
張
っ
て
い
く
存

在
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
願

っ
て

い
ま

す
。

 
公
の
施
設
と
し
て
の
存
在

意
義

を
今

一
度

お
考

え
い

た
だ

き
、

で
き

る
だ

け
現

状
の

ま
ま
の
運
営
存
続
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

80
反

対

１
，
＜
公
の
施
設
と
し
て

継
続

＞
ア
 現

状
維
持
…
【
A案

】
引
き
続
き
、
公
の
施
設
と

し
て

の
吹

田
老

健
を

維
持

し
、

事
業

団
で

無
く

て
も

い
い

で
す
が
、
指
定
管
理
者
制
度
で
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
継
続
す

べ
き
で
あ
る
、
継
続
的
な

公
費

負
担

 や
大

規
模

改
修

等
も

市
が

行
う

べ
き

で
あ

る
。

イ
　
高
齢
化
が
進
む
中
で

、
民

間
施

設
な

ど
の

場
合

は
、

特
別

養
護

老
人

施
設

へ
の

入
所
待
ち
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
々
見
ら
れ
ま
す

本
来
の
老
健
施
設
と
し
て

の
役

目
が

求
め

ら
れ

る

ウ
　
今
後
の
介
護
保
険
制

度
の

充
実

さ
せ

て
い

く
に

は
、

公
的

施
設

が
ま

だ
ま

だ
率

先
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

81
地

域
貢

献
の

取
組

・
反

対

老
健
で
回
想
法
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

し
て

い
る

者
で

す
。

活
動

を
通

じ
て

、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
真
摯
な
取
り
組
み
と
親
し
み
の
あ
る
対
応
に
、
い

つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。

老
健

は
、

市
民

向
け

の
講

座
を

開
い

た
り

、
講

師
の

派
遣

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
学
生
の
実
習
の
場
の
提
供
、
小
中
生
へ
の

福
祉
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、

公
的

な
活

動
を

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

横
で

見
て

き
ま

し
た
。

　
素
案
を
読
ん
で
、
老
健

の
厳

し
い

環
境

は
よ

く
分

か
り

ま
し

た
。

こ
れ

だ
け

の
数

字
だ
け
を
見
る
と
、
譲
渡
、
廃
止
の
方
針
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

ま
で
、
老
健
が
果
た
し
て

き
た

公
的

な
活

動
の

価
値

、
必

要
性

を
も

っ
と

評
価

い
た

だ
き
、
老
健
の
継
続
案
の
再
検
討
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
１
．
公
的
資
金
の
許
容

さ
れ

る
投

入
額

　
２
．
利
用
率
の
向
上
ア

ク
シ

ョ
ン

（
個

室
環

境
、

広
報

）
や

利
用

料
金

の
値

上
げ

な
ど
で
売
上
増

　
３
．
他
の
介
護
施
設
へ

の
有

料
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
リ

ハ
ビ

リ
や

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
な
ど
）

　
４
．
病
院
と
の
連
携
（

受
け

入
れ

増
）

　
５
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の

領
域

拡
大

　
６
．
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

の
活

用
　
７
．
大
規
模
修
繕
費
用

の
長

期
で

の
償

却
　
８
．
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

で
の

中
核

的
な

役
割

価
値

　
素
人
考
え
で
、
鼻
に
も

か
か

ら
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

何
と

か
継

続
し

て
欲

し
い
と
の
思
い
で
す
。
継
続
す
る
た
め
の
条
件
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
出
し

て
検
討
す
る
時
間
が
与
え

ら
れ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

　
事
業
譲
渡
さ
れ
る
に
し

て
も

、
老

健
の

活
動

の
多

く
を

引
き

継
い

で
い

た
だ

き
た

い
と
思
い
ま
す
。

回
想
法
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養

成
な

ど
も

継
続

希
望

し
ま

す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
一
番
は

、
入

所
者

の
方

々
が

安
心

し
て

移
れ

る
こ

と
、

ス
タ

ッ
フ

の
皆
さ
ん
が
前
向
き
に
働
き
続
け
ら
れ
る
勤
務
環
境
と
な
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

82
地

域
貢

献
の

取
組

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　

吹
田

市
介

護
老

人
保

健
施

設
の

職
員

で
す

。

私
達
の
施
設
で
は
現
在
2名

の
職

員
の

親
族

が
入

所
し

て
い

ま
す

。
①
職
員
の
父
親

認
知
症
を
患
っ
て
お
ら
れ

る
た

め
、

子
供

職
員

と
共

に
在

宅
生

活
さ

れ
て

い
た

が
、

妻
が
突
然
他
界
し
た
こ
と
で
急
激
に
症
状
が
進
行
し
、
怒
り
出
し
た
り

手
を
上
げ
よ
う
と
し
た
り

、
又

、
そ

れ
ぞ

れ
仕

事
も

あ
っ

て
、

一
人

に
し

て
お

く
と

家
を
出
て
い
っ
て
し
ま
い
、
帰
っ
て
来
れ
な
く
な
り
警
察
に
保
護
さ
れ

た
り
、
火
の
不
始
末
等
の

心
配

も
出

て
き

た
た

め
、

在
宅

生
活

を
続

け
る

こ
と

が
困

難
に
な
っ
た
。

地
域
包
括
や
居
宅
ケ
ア
マ

ネ
に

相
談

し
て

き
た

が
通

所
利

用
ば

か
り

を
勧

め
ら

れ
解

決
せ
ず
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
見
に
い
っ
た
が
雰
囲
気
が
暗
く
費
用
面
で

も
厳
し
く
、
看
護
師
の
子

供
が

働
い

て
い

る
施

設
に

入
所

さ
れ

て
い

ま
す

。
金
銭
的
な
理
由
も
あ
っ
て

、
他

の
施

設
で

は
利

用
料

が
高

額
で

、
入

所
で

き
る

状
況

に
は
あ
り
ま
せ
ん

ま
た
、
子
供
が
働
い
て
る

老
健

や
か

ら
こ

そ
ご

本
人

は
安

心
し

て
落

ち
着

い
た

施
設

生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
も
う
ひ
と
方
は
、
最
近

ま
で

長
年

老
健

で
働

い
て

い
た

職
員

の
祖

母
の

方
が

入
所

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
重
度
の
認
知
症
を
患

っ
て

お
ら

れ
、

認
知

症
の

方
が

多
く

入
所

さ
れ

て
い

る
フ

ロ
ア
に
居
ら
れ
ま
す
。

歩
ん
で
き
た
道
の
り
と
し

て
,民

生
委

員
や

地
域

活
動

、
小

学
校

の
登

校
見

守
り

、
新

聞
配
達
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
終
え
た
後
に
平
成
2
8
年
1
1
月

か
ら
（
認
知
症
啓
発
事
業

）
認

知
症

カ
フ

ェ
を

始
め

る
に

あ
た

っ
て

最
初

は
お

客
様

と
し
て
来
所
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
昔
か
ら
働
く
こ
と
、
人
の
た
め
に

動
く
の
が
好
き
と
の
こ
と

も
あ

り
、

お
客

様
と

し
て

来
所

し
た

際
に

も
何

か
手

伝
え

る
こ
と
は
な
い
と
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
て
お
ら
れ
た
。

そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て

平
成

31
年

5
月

よ
り

認
知

症
カ

フ
ェ

の
ス

タ
ッ

フ
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
認
知
症
を
発
症
し
て
い
る
為
、
親
族
が

前
日
、
当
日
と
、
参
加
確

認
の

連
絡

を
し

て
い

た
が

、
徐

々
に

認
知

症
が

進
行

を
し

て
い
た
が
、
本
人
の
や
る
気
も
あ
っ
て
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
自
宅
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
カ
フ
ェ
実

施
日

の
記

入
さ

れ
て

い
た

。
最

終
的

に
は

認
知

症
の

進
行

に
伴
い
、
参
加
は
難
し
く
な
り
、
カ
フ
ェ
の
参
加
終
了
と
な
っ
た
。
で

す
が
、
老
々
介
護
の
た
め

在
宅

で
の

生
活

が
困

難
に

な
り

、
今

年
の

頭
に

老
健

に
入

所
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
事
業
の
一
員

と
し

て
地

域
と

の
繋

が
り

の
架

け
橋

と
し

て
活

動
し

て
く

だ
さ
っ
た
い
ま
し
た
、
親
族
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
と
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

。
こ

の
施

設
の

最
高

な
取

り
組

み
こ

こ
で

な
く

す
こ

と
は

許
さ
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
の
介
護
報
酬
の
限
界
は

あ
り

ま
す

が
、

国
に

介
護

報
酬

で
は

限
界

で
あ

る
事

を
知

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
施
策
と
し
て
は
経

営
的

な
数

字
に

は
残

ら
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

で
す
が
地
域
社
会
の
セ
ー

フ
テ

ィ
ー

ネ
ッ

ト
と

し
て

、
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

こ
の

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
施
設
と
し
て
絶
対
に
残
し
て
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
吹
田
住

民
と

し
て

施
設

の
職

員
と

し
て

、
公

金
の

使
い

道
、

中
身

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上
で
議
会
で
の
議
員
一
人
一
人
に
し
っ
か
り

と
真
摯
に
部
長
様
が
説
明

し
た

上
で

検
討

し
て

頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

83
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

吹
田
労
健
民
営
化
に
関
す

る
意

見
書

吹
田
市
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
　
利
用
者
　
　
　
●
●
●

　
利
用
者
（
妻
）
●
●
●

●
●

吹
田
労
健
が
民
営
化
さ
れ

た
場

合
は

次
の

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

為
現

状
維

持
を

希
望

致
し
ま
す

１
.採

算
を
重
視
・
利
益
を
追

求
さ

れ
る

為
人

員
を

削
減

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

低
下

２
.身

体
ケ
ア
及
び
リ
ハ
ビ
リ

部
門

が
軽

視

３
.利

用
費
用
の
大
巾
ｕ
ｐ

84
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

・
そ

の
他

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
受
け

収
支

の
成

績
が

悪
い

状
況

が
続

い
て

お
り

、
改

善
に

向
け

た
努
力
を
続
け
て
い
る
中
で
あ
り
ま
す
が
、
突
然
に
廃
止
や
民
間
譲
渡

の
話
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る

と
、

勤
め

る
職

員
の

心
情

と
し

て
は

辛
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。
吹
田
市
の
担
当
課
か
ら
職
員
向
け
の
説
明
会
が
開
か
れ
方
針
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
方

的
な

方
針

決
定

の
よ

う
で

、
理

事
会

・
評

議
委

員
会

の
説

明
を
経
て
い
る
の
か
、
プ
ロ
セ
ス
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
意
思
決
定
は

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
決
ま

っ
た

の
か

、
当

法
人

の
理

事
長

か
ら

の
お

話
は

全
く

あ
り

ま
せ
ん
。

　
吹
田
市
の
担
当
課
か
ら

の
説

明
会

が
２

回
開

か
れ

ま
し

た
が

、
１

回
目

と
２

回
目

の
説
明
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。

素
案
に
あ
る
Ａ

～
Ｅ
案
を
含
め
て
審
議
す

る
こ

と
に

関
し

て
、

１
回

目
は

「
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

を
踏
ま
え
て
５
月
議
会
に
当
老
健
の
条
例
廃
止
案
と
補
正
予
算
申
請
の

審
議
を
す
る
」
と
の
返
答

で
あ

っ
た

が
、

２
回

目
は

「
市

議
会

が
議

決
を

と
る

場
な

の
で
、
Ａ
～
Ｅ
案
を
含
め
て
審
議
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
質
問
し
た

職
員
の
心
情
に
寄
り
添
っ

た
も

の
で

は
な

く
突

き
放

す
返

答
で

あ
っ

た
。

　
職
員
の
不
信
感
が
高
ま

っ
た

状
態

で
は

悪
影

響
を

及
ぼ

し
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン
ト
に
対
す
る
要
約
を
出
す
と
の
こ
と
で
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
向

き
合

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン
ト
の
意
見
集
約
を
出
す
前
に
職
員
向
け
の
説
明
会
の
開
催
を
求
め

ま
す
。
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

85
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

私
は
家
族
が
当
該
施
設
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

た
市

民
と

し
て

ま
た

介
護

事
業

に
関
わ
る
立
場
と
し
て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
や
利
用
率

低
下

、
経

営
環

境
の

変
化

に
よ

り
運

営
が

厳
し

く
な

っ
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
大

き
な
赤
字
と
な
る
ま
で
の

間
に

、
市

と
し

て
ど

の
よ

う
な

経
営

状
況

の
把

握
や

改
善

に
向
け
た
支
援
、
方
向
性
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
十

分
な
検
証
と
説
明
が
必
要

で
は

な
い

か
と

感
じ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

廃
止

・
譲

渡
と

い
っ
た
大
き
な
方
向
転
換
が
、
あ
る
時
点
で
突
然
示
さ
れ
る
形
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
民

や
利

用
者

、
職

員
の

立
場

か
ら

は
戸

惑
い

が
大

き
く

、
よ
り
早
い
段
階
で
課
題
を
共
有
し
、
市
民
的
な
議
論
を
行
う
機
会
が

あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

本
施
設
は
長
年
に
わ
た
り

地
域

福
祉

を
支

え
て

き
た

公
的

施
設

で
あ

り
、

そ
こ

で
働

い
て
き
た
職
員
の
方
々
、
そ
し
て
利
用
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
や

家
族
の
思
い
は
決
し
て
小

さ
く

あ
り

ま
せ

ん
。

今
後

の
方

針
を

決
定

す
る

に
あ

た
っ

て
は
、
経
営
面
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
・
職
員
へ
の
影
響
を
十
分
に
踏

ま
え
た
丁
寧
な
対
応
と
説

明
を

求
め

ま
す

。
併

せ
て

、
今

回
の

検
証

結
果

を
今

後
の

指
定
管
理
施
設
の
運
営
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

も
、
市
と
し
て
明
確
な
方

針
を

示
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

要
望

し
ま

す
。

ま
た
、
指
定
管
理
制
度
の

も
と

で
施

設
運

営
を

委
ね

る
の

で
あ

れ
ば

、
行

政
に

よ
る

関
与
や
指
導
に
つ
い
て
も
、
形
式
的
な
確
認
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な

く
、
事
業
が
継
続
可
能
と

な
る

た
め

に
ど

の
よ

う
な

取
組

が
必

要
な

の
か

を
行

政
自

ら
が
先
頭
に
立
っ
て
示
し
、
具
体
的
な
支
援
や
改
善
提
案
を
行
う
姿
勢

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

市
民
の
税
金
を
基
に
設
立

・
運

営
さ

れ
て

き
た

施
設

で
あ

る
以

上
、

今
回

の
経

過
を

十
分
に
検
証
し
、
そ
の
結
果
と
今
後
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
市
民
に

分
か
り
や
す
く
示
し
て
い

た
だ

く
こ

と
を

要
望

し
ま

す
。

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
重

要
な

方
針

転
換

に
つ

い
て

は
、

方
向

性
が

固
ま

っ
た

段
階

で
意
見
募
集
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
課
題
が
顕
在
化
し
た
よ
り
早
い
段

階
か
ら
市
民
や
関
係
者
と

情
報

共
有

を
行

い
、

意
見

を
反

映
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
強
く
要
望
し
ま
す
。

86
反

対

吹
田
市
老
健
は
介
護
保
健

が
始

ま
る

以
前

か
ら

の
老

人
保

健
施

設
で

介
護

施
設

の
さ

き
が
け
で
す
。
3
0
年
以
上
も
吹
田
市
の
介
護
老
人
保
険
施
設
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し

た
。

知
人

が
何

人
も

お
世

話
に

な
り

公
の

施
設

、
地

域
の

施
設
と
し
て
と
て
も
有
り
難
い
存
在
で
し
た
。
赤
字
経
営
は
介
護
施
設

が
背
負
っ
て
い
る
難
し
い

問
題

で
す

が
市

民
病

院
、

市
老

健
な

ど
は

市
の

宝
と

し
て

守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

地
域
に
は
保
育
園
、
小
学

校
、

中
学

校
、

大
学

も
あ

り
い

ろ
い

ろ
な

関
わ

り
を

も
っ

て
新
し
い
老
健
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
存
続
を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
28
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

87
反

対

A案
　
現
状
維
持
　
希
望

色
々
な
施
設
を
利
用
し
て

き
た

が
、

吹
田

老
健

ほ
ど

職
員

の
意

識
・

技
術

レ
ベ

ル
が

高
い
施
設
は
な
い
。

市
と
し
て
老
健
を
統
括
し

、
市

民
の

安
全

を
守

る
公

共
の

施
設

、
最

後
の

砦
と

し
て

の
存
在
意
義
は
高
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
高
齢
者
を
支
え
る

地
域

作
り

や
活

動
も

こ
こ

を
起

点
に

広
が

り
、

市
民

の
間

で
新
た
な
仲
間
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

是
非
、
現
状
維
持
を
希
望

し
ま

す
。

88
反

対

　
現
在
、
母
親
が
お
世
話

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
引

き
続

き
、

公
的

機
関

と
し

て
の

存
続
を
強
く
希
望
、
致
し
ま
す
。

　
吹
田
市
に
引
越
し
て
10

年
以

上
が

達
ち

ま
し

た
。

高
齢

者
が

住
み

や
す

い
、

暮
ら

し
や
す
い
街
と
し
て
、
大
変
、
大
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
吹
田
市
介
護
老
人
保
健

施
設

を
利

用
さ

せ
て

頂
く

前
に

、
他

の
施

設
も

見
学

、
面

接
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
近
年
、
老
人
ホ
ー
ム
等
、
施
設
で
は
、
職

員
の
方
よ
り
身
体
的
暴
力

や
暴

言
な

ど
の

ニ
ュ

ー
ス

も
あ

り
、

い
ろ

ん
な

面
で

心
配

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
吹
田
市
の

公
的

機
関

で
あ

る
と

い
う

こ
と

。
見

学
、

面
接

さ
せ

て
頂

い
た
時
の
、
安
心
感
、
信
頼
感
を
感
じ
る
こ
と
も
出
来
て
、
利
用
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
決
め
さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
　
ま
た
、
そ
の
場
で
選
挙

に
参

加
さ

せ
て

頂
い

た
り

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
接

種
、
吹
田
市
市
民
病
院
と
の
連
携
も
密
に
し
て
頂
き
、
実
際
、
母
も
施

設
か
ら
病
院
へ
検
査
に
連

れ
て

い
っ

て
も

ら
い

、
病

気
が

発
見

出
来

今
は

治
療

を
し

て
お
り
、
大
変
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
金
銭
面
に
お
い
て
も
高

齢
者

に
と

っ
て

は
、

と
て

も
、

あ
り

が
た

く
思

っ
て

お
り

ま
す
。

　
祖
父
、
祖
母
は
民
間
の

と
こ

ろ
で

お
世

話
に

な
り

ま
し

た
が

、
そ

れ
ぞ

れ
、

施
設

に
よ
っ
て
、
全
く
異
な
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　
是
非
、
吹
田
市
に
は
、

公
的

な
、

介
護

老
人

保
健

施
設

が
あ

る
、

自
治

体
と

し
て

、
こ
れ
か
ら
も
吹
田
市
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
、
の
継
続
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
ま
た
、
現
在
、
お
世
話

に
な

っ
て

お
り

ま
す

、
職

員
の

皆
様

が
守

ら
れ

ま
す

よ
う

に
、
心
か
ら
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の

職
員

の
皆

様
に

は
、

い
つ

も
大

変
、

お
世

話
に

な
り

、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
母
親
を
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

（
29
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

89
地

域
貢

献
の

取
組

・
反

対

こ
の
度
吹
田
市
老
健
の
今

後
の

在
り

方
に

関
す

る
素

案
を

読
み

一
市

民
と

し
て

意
見

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 
私
は
後
期
高
齢
者
の
一
吹
田
市
民
で

す
。
納
税
も
し
て
お
り
ま

す
。

吹
田
市
老
健
は
在
宅
復
帰

を
使

命
と

し
た

入
所

者
へ

の
支

援
、

地
域

高
齢

者
へ

の
在

宅
支
援
の
た
め
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
介
護
保
険
事
業

に
加
え
地
域
へ
向
け
た
高

益
性

の
あ

る
事

業
に

取
り

組
ん

で
お

ら
れ

ま
す

私
は
、
仕
事
を
退
職
後
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
で

地
域

貢
献

し
よ

う
と

考
え

ま
し

た
。

吹
田
市
老
健
で
は
市
民
向

け
の

講
座

の
開

催
が

あ
る

と
聞

き
、

「
回

想
法

」
と

い
う

講
座
を
受
講
し

コ
ロ
ナ
期
（
休
み
）
を
挟

む
約

１
０

年
位

吹
田

市
介

護
老

人
保

健
施

設
で

入
所

者
様

と
月
二
回
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
　
他
に
「
五
月
丘
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
て
吹

田
市

老
健

で
講

習
を

受
け

た
仲

間
４

人
で

月
一

回
地

域
の

高
齢
の
お
客
様
と
の
「
回
想
法
の
会
」
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
「
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
す
」
と

言
わ

れ
吹

田
市

老
健

で
学

ん
だ

こ
と

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
て
吹
田
市
老
健
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
　
吹
田
市
老
健
は
　
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
入

れ
て

お
り

　
入

所
者

様
と

の
交

流
が

盛
ん

で
す

　
私

の
所
属
す
る
傾
聴
仲
間
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
を
対
象
に

し
た

「
認

知
症

カ
フ

ェ
」

や
認

知
症

の
当

事
者

と
家

族
を

支
え
る
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
拠
点
」
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い

ま
す

こ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
吹

田
市

老
健

を
廃

止
ま

た
は

民
営

化
に

し
な

い
で

く
だ

さ
い

（
30
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

90

賛
成

・
事

業
廃

止
の

場
合

の
対

応
・

地
域

貢
献

の
取

組
・

事
業

団
職

員
の

処
遇

●
●
●
●
●
●
●
●
●
　

●
●

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
及

び
一

般
財

団
法

人
吹

田
市

介
護

老
人

保
健

施
設

事
業

団
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
方
針
(
素
案
)
に
対
す
る
市
民
意
見

（
意
見
）

高
齢
化
が
進
む
中
、
財
政

的
な

自
立

と
経

営
安

定
化

が
求

め
ら

れ
る

公
的

な
施

設
の

将
来
を
考
え
る
た
め
の
意
見
を
出
す
機
会
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
し
っ
か
り
時
間
を

取
っ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

Ｄ
案
＜
公
の
施
設
と
し
て

廃
止

＞
を

前
提

に
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
に

は
異

論
は

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
入
居
者
・
職
員
・
地

域
へ

の
影

響
を

最
小

化
す

る
責

任
は

設
置

し
た

市
と

財
団

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
と
を
進
め
る
に
あ
た
り

入
居

者
・

職
員

・
地

城
市

民
の

納
得

が
い

く
ま

で
の

十
分

な
時
間
と
話
し
合
う
経
過
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
結
果
あ
り

き
で
、
性
急
と
見
受
け
ら

れ
ま

す
。

具
体
的
に
は
、

①
介
護
老
人
保
健
施
設
等

を
運

営
す

る
法

人
に

対
し

て
意

見
聴

取
し

た
調

査
結

果
で

は
半
数
が
「
介
護
老
人
保
健
施
設
以
外
へ
の
転
用
」
と
回
答
さ
れ
て
い

ま
す
。
入
居
者
は
守
ら
れ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

介
護

老
人

保
健

施
設

の
定

員
総

数
の

減
少
の
課
題
に
つ
い
て
気
に
な
り
ま
す
。

②
吹
田
市
介
護
老
人
保
健

施
設

事
業

団
は

介
護

保
険

事
業

に
お

い
て

は
施

設
運

営
だ

け
で
は
な
く
市
民
に
向
け
に
多
様
な
自
主
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た

（
※
別
紙
）
。
自
主
事
業

の
減

少
は

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
推

進
と

地
域

住
民

の
参
加
の
機
会
の
減
少
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の

継
統
的
な
実
施
を
譲
渡
条

件
に

組
み

入
れ

て
も

ら
え

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

③
優
秀
な
職
員
を
守
れ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
調

査
結

果
で

は
全

回
答

法
人

が
「

職
員

引
き
継
ぎ
あ
り
」
と
の
回
答
。
良
い
と
思
い
ま
す
。
施
設
に
は
②
の
地

域
活
動
に
関
わ
っ
た
者
を

含
め

経
験

豊
か

な
介

護
職

員
が

多
く

い
る

と
見

聞
き

し
て

い
ま
す
。
離
職
と
定
着
が
難
し
い
介
護
業
界
に
お
い
て
働
き
が
い
の
あ

る
条
件
が
確
保
で
き
る
よ

う
に

丁
寧

な
職

員
引

き
継

ぎ
の

準
備

が
整

っ
て

い
る

の
で

し
ょ
う
か
。

以
上

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

91
地

域
貢

献
の

取
組

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
が

こ
れ

ま
で

果
た

し
て

き
た

役
割

と
実

績
を

踏
ま

え
る

と
、
現
行
素
案
は
当
施
設
の
公
益
的
価
値
を
十
分
に
反
映
し
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
市
立
老

健
は

、
民

間
事

業
所

と
は

異
な

り
、

単
な

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
的
施
設
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す

る
中
核
拠
点
と
し
て
の
役

割
を

担
っ

て
き

ま
し

た
。

具
体
的
に
は
、
市
民
向
け

の
介

護
技

術
講

座
、

健
康

講
話

、
認

知
症

啓
発

、
認

知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
回
想
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の

運
営
協
働
、
多
世
代
交
流

な
ど

、
市

全
体

の
福

祉
力

を
高

め
る

公
益

的
事

業
を

継
続

し
て
き
ま
し
た
。
地
域
に
人
材
を
生
み
出
す
機
能
は
、
民
間
事
業
所
に

は
な
い
公
的
施
設
な
ら
で

は
の

役
割

で
す

。
ま
た
、
保
育
園
、
幼
稚
園

、
小

中
学

校
と

の
交

流
事

業
は

、
利

益
を

求
め

な
い

市
立

施
設
だ
か
ら
こ
そ
継
続
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
の
多
世
代
交

流
を
支
え
る
重
要
な
基
盤

と
な

っ
て

い
ま

す
。

認
知

症
カ

フ
ェ

に
お

い
て

も
、

当
事

者
、
家
族
、
地
域
住
民
が
共
に
参
加
し
、
通
所
利
用
者
が
運
営
補
助
と

し
て
関
わ
る
な
ど
、
地
域

共
生

の
実

績
拠

点
と

し
て

機
能

し
て

き
ま

し
た

。
し
か
し
素
案
で
は
、
こ
れ

ら
の

取
り

組
み

が
「

通
い

の
場

の
提

供
」

な
ど

、
”

場
所

を
貸
す
だ
け
”
の
役
割
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
市
立
老
健

が
担

っ
て

き
た

「
地

域
づ

く
り

」
「

人
材

育
成

」
「

多
世

代
交
流
」
と
い
っ
た
公
的
責
務
を
十
分
に
評
価
し
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
し

た
事

業
が

再
開

し
、

新
規

メ
ン

バ
ー

が
加

わ
る

な
ど

、
地

域
活
動
が
再
び
活
性
化
し
て
い
る
今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

維
持
す
る
だ
け
で
は
な
く

、
拡

大
、

進
化

さ
せ

る
方

向
性

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
の

点
を

素
案

に
反

映
す

る
こ

と
を

求
め

ま
す

。
・
市
立
老
健
が
民
間
に
は

な
い

「
地

域
包

括
ケ

ア
の

中
核

拠
点

」
で

あ
る

こ
と

を
明

確
に
位
置
づ
け
る
こ
と

・
回
想
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
な

ど
、

市
民

人
材

育
成

を
地

域
力

の
基
盤
と
し
て
評
価
し
、
発
展
さ
せ
る
方
針
を
示
す
こ
と

・
認
知
症
カ
フ
ェ
を
「
場

の
提

供
」

に
と

ど
め

ず
、

当
事

者
、

家
族

、
地

域
住

民
が

協
働
す
る
地
域
共
生
の
拠
点
と
し
て
強
化
す
る
こ
と

92
反

対
老
健
施
設
は
吹
田
市
の
施

設
と

し
て

残
し

て
ほ

し
い

93
反

対
高
齢
者
が
ふ
え
る
な
か
老

健
施

設
は

必
要

で
す

お
金
の
問
題
で
は
な
い
と

思
い

ま
す

必
要
な
も
の
は
市
と
し
て

守
っ

て
い

た
だ

き
た

い

94
介

護
人

材
の

外
部

流
出

に
対

す
る

懸
念

・
反

対

公
の
施
設
か
ら
経
験
と
知

識
が

豊
富

な
介

護
職

員
が

い
な

く
な

る
こ

と
は

問
題

だ
と

思
い
ま
す
。

老
健
施
設
は
吹
田
市
の
施

設
と

し
て

残
し

て
下

さ
い

。

95
反

対
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
、

病
院

等
、

退
院

後
の

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
必

要
が

あ
る

時
、

老
健
施
設
が
、
内
容
も
充
実
し
て
い
る
し
、
民
間
施
設
で
受
け
入
れ
が

難
し
い
事
例
が
増
え
て
い

ま
す

。
吹
田
市
が
責
任
を
持
っ
て

運
営

し
て

欲
し

い
。
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※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

96
反

対
退
院
後
の
高
齢
者
が
生
活

す
る

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
に

必
要

不
可

欠
で

す
。

市
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

す
べ

き
だ

市
の
公
の
施
設
と
し
て
必

ず
残

す
べ

き
だ

97
反

対

吹
田
の
老
健
が
病
院
か
ら

自
宅

へ
戻

る
た

め
の

中
間

施
設

と
し

て
果

し
て

い
る

役
割

は
重
要
で
す
。

社
会
全
体
が
高
令
化
し
て

い
る

中
で

、
こ

う
し

た
老

後
介

護
施

設
の

充
実

は
一

層
大

切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
役
割
は
、

国
の

方
針

と
共

に
住

民
の

要
求

・
願

い
に

応
え

る
も

の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
吹
田
市
政
が
進
め
て

い
る

「
民

間
委

託
」

の
方

向
は

こ
う

し
た

こ
と

に
逆

行
す

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
住
め
る

吹
田

の
た

め
に

も
必

要
な

施
設

に
赤

字
が

あ
っ

た
と

て
も

、
公
金
を
投
入
し
て
存
続
す
る
の
が
地
方
自
治
の
役
割
で
す
。

ど
う
ぞ
、
吹
田
老
健
を
存

続
し

て
下

さ
い

。

98
反

対

　
国
の
方
針
で
病
院
で
も

赤
字

に
な

っ
て

い
る

所
が

あ
る

と
聞

い
て

い
ま

す
。

ま
た

病
床
を
へ
ら
し
て
い
く
方
針
も
出
て
い
る
と
。
高
齢
者
が
こ
れ
か
ら
も

増
え
続
け
る
中
、
ゆ
っ
く

り
入

院
も

で
き

ず
。

退
院

さ
せ

ら
れ

る
よ

う
で

は
老

健
施

設
は
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ぜ

ひ
今
の
形
で
残
し
て
下
さ

い
。

　
ま
た
吹
田
老
健
は
他
の

施
設

で
受

け
入

れ
が

難
し

い
方

を
受

け
入

れ
て

く
れ

る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
施
設
を
な
く
さ
れ
て
は
困
り
ま
す
。
公
の
施

設
と
し
て
残
し
て
く
だ
さ

い
。

99
反

対
・

地
域

貢
献

の
取

組

　
退
院
し
て
す
ぐ
に
自
宅

で
過

ご
す

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
り

、
家

族
と

し
て

は
不

安
に
思
う
こ
と
も
多
い
で
す
。
母
が
退
院
し
た
時
も
そ
の
後
老
健
で
お

世
話
に
な
り
大
変
助
か
り

ま
し

た
。

片
山

地
域

に
は

吹
田

老
健

し
か

介
護

老
人

保
健

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
く
さ
な
い
で
下
さ
い
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
も
長
く

し
て

い
た

だ
い

て
い

て
地

域
の

高
齢

者
も

よ
く

行
っ

て
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
り
く
み
を

さ
れ

て
い

る
所

、
近

く
で

は
あ

り
ま

せ
ん

（
知

り
ま

せ
ん

）
こ
の
ま
ま
の
形
で
老
健
施
設
を
残
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

10
0

反
対

・
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

・
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

吹
田
市
福
祉
部
福
祉
室

生
き
が
い
グ
ル
ー
プ
宛

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

先
日
、
吹
田
市
介
護
老
人

保
健

施
設

及
び

一
般
財
団
法
人
介
護
老
人

保
健

施
設

の
今

後
に

を
見

て
驚

き
ま

し
た

。
内
容
は
、
廃
止
し
民
間
企

業
に

移
行

と
の

事
。

私
が
思
う
に
、
今
の
社
会

で
民

間
移

行
は

、
完

全
に

施
設

の
維

持
を

、
放

棄
す

る
事

に
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

福
祉
施
設
の
維
持
は
公
共

事
業

で
こ

そ
出

来
る

の
で

あ
っ

て
、

黒
字

を
追

求
す

る
民

間
企
業
で
は
出
来
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

今
で
も
高
齢
化
社
会
で
す

し
、

ま
す

ま
す

高
齢

者
が

増
え

る
中

で
、

社
会

に
逆

行
す

る
事
で
あ
り
、
過
去
の
住
み
や
す
く
福
祉
の
吹
田
と
言
わ
れ
た
時
代
を

汚
す
施
策
と
言
え
ま
す
。

よ
っ
て
、
第
一
に
こ
の
施

策
を

直
ち

に
中

止
し

て
く

だ
さ

い
。

第
二
に
は
、
そ
こ
に
働
く

職
員

の
意

見
と

、
施

設
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

々
の

意
見

を
、
充
分
に
聞
か
れ
て
、
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

第
三
に
は
、
仮
に
民
間
に

移
行

さ
れ

た
と

し
て

も
、

廃
止

さ
れ

な
い

手
だ

て
を

講
じ

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
が
安
心
さ
れ
る
展
望
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
も
そ
も
福
祉
活
動
と
は

、
言

わ
ず

も
が

な
か

も
知

れ
ま

せ
ん

が
、

吹
田

市
の

財
産

で
あ
り
、
そ
こ
に
働
く
職
員
の
犠
牲
が
伴
い
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
そ

れ
ら

を
壊

し
て

し
ま

う
施

策
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
直
ち
に
白
紙
に
戻
さ
れ
る
事
を
願
う
次
第
で

す
。

吹
田
市
市
民
よ
り

10
1
反

対

公
費
投
入
に
よ
る
運
営
の

数
字

的
赤

字
だ

け
を

見
て

 吹
田

老
健

の
存

在
を

切
り

捨
て

る
よ
う
な
方
針
に
強
く
異
議
を
唱
え
ま
す
。
 
吹
田
老
健
は
 
公
的
立

場
か
ら
も
地
域
に
根
差
し

開
か

れ
た

施
設

と
し

て
 認

知
症

へ
の

理
解

 啓
発

を
発

信
し

高
齢
者
や
そ
の
家
族
へ
寄
り
添
い
 
ま
た
施
設
事
業
と
し
て
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し

 常
に

多
く

の
外

部
視

線
を

入
れ

続
け

る
事

に
よ

り
 今

問
題
の
虐
待
や
そ
の
他
の
抑
制
に
繋
が
っ
て
る
と
お
も
い
ま
す
 
職

員
の
質
の
高
さ
は
言
葉
に

な
り

ま
せ

ん
 医

療
か

ら
次

の
ス

テ
ッ

プ
へ

の
架

け
橋

と
な

り
続
け
て
き
た
役
目
は
市
の
誇
れ
る
大
き
な
財
産
だ
と
お
も
い
ま

す
。
超
高
齢
化
社
会
に
入

る
今

 民
間

施
設

だ
け

に
こ

の
よ

う
な

活
動

を
引

き
継

ぐ
事

は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
医
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と

す
る
利
用
者
の
受
け
入
れ

先
を

民
間

だ
け

に
委

ね
た

場
合

行
き

場
の

な
い

人
達

が
増

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
吹
田
老
健
の
役
割
り
は
こ
れ
か
ら
も

大
き
い
と
お
も
い
ま
す
。

在
宅
困
難
者
や
そ
の
家
族

の
最

期
の

砦
と

な
る

努
力

を
し

続
け

る
吹

田
老

健
の

存
続

を
強
く
求
め
ま
す
。

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

10
2
反

対
・

地
域

貢
献

の
取

組
・

事
業

団
職

員
の

処
遇

吹
田
市
介
護
老
人
保
健
施

設
及

び
、

一
般

財
団

法
人

吹
田

市
介

護
老

人
保

健
施

設
事

業
団
の
今
後
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
つ
い
て

①
吹
田
市
介
護
老
人
保
健

施
設

事
業

団
職

員

②
今
回
の
吹
田
市
介
護
老

人
保

健
施

設
事

業
団

（
以

下
吹

田
老

健
と

す
る

）
の

今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
高
齢
福
祉
課
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
吹
田

市
の
掲
げ
て
い
る
政
策
の

一
つ

で
あ

る
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

充
実

に
反

す
る

も
の

で
あ

り
、
説
明
内
容
も
「
民
間
譲
渡
が
成
立
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
は
す
る

が
、
後
は
知
り
ま
せ
ん
。

」
と

言
っ

て
い

る
様

に
し

か
認

識
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

吹
田
老
健
は
老
健
の
役
割
で
あ
る
在
宅
か
ら
特
養
入
所
へ
の
中
間
の
立

ち
位
置
で
あ
っ
た
り
、
在

宅
復

帰
に

向
け

て
の

重
要

な
役

割
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た
、
老
健
施
設
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
吹
田
市
か
ら
委
託
さ

れ
て
い
る
事
業
や
地
域
貢

献
事

業
、

世
代

を
超

え
た

交
流

な
ど

に
も

力
を

入
れ

て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
の
施
設
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
で
あ
っ

て
、
営
利
を
重
視
す
る
民

間
施

設
で

実
施

す
る

に
は

非
常

に
難

し
い

こ
と

で
す

。
地

域
の
方
々
に
も
「
吹
田
老
健
が
あ
る
か
ら
安
心
で
す
。
困
っ
た
こ
と
は

吹
田
老
健
に
相
談
を
し
た

ら
何

と
か

な
る

。
」

と
い

う
励

み
の

言
葉

を
た

く
さ

ん
頂

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
地
域
に
開
か
れ
た
吹
田
老
健
を
な
ぜ
無

く
す
必
要
が
あ
る
の
で
し

ょ
う

か
。

議
会

時
の

回
答

に
つ

い
て

も
机

上
の

空
論

で
あ

り
、
現
場
の
こ
と
を
理
解
さ
れ
た
う
え
で
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
私

た
ち
は
吹
田
市
の
高
齢
福

祉
課

の
指

示
通

り
、

今
ま

で
サ

ー
ビ

ス
、

事
業

を
お

こ
な

っ
て
き
ま
し
た
。
人
件
費
、
光
熱
費
、
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
は
予
測

が
出
来
て
い
た
こ
で
あ
り

、
吹

田
老

健
の

運
営

状
況

が
悪

化
し

て
い

る
の

は
吹

田
市

の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
吹
田
市
が
責
任
を
も
っ
て
吹
田
市
老
健

を
民
間
譲
渡
せ
ず
に
運
営

が
継

続
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ま
た
、
介
護
人
材
が
他

の
産

業
や

職
業

へ
流

出
し

な
い

よ
う

に
す

る
為

に
も

、
吹

田
市
に
準
じ
た
賃
金
を
払
い
、
若
い
世
代
に
介
護
の
仕
事
が
素
晴
ら
し

い
職
業
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

く
為

に
も

吹
田

老
健

を
残

し
て

下
さ

い
。

　
尚
、
吹
田
老
健
は
５
階

建
て

で
あ

り
、

使
用

し
て

い
な

い
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
て
新
事
業
も
で
き
ま
す
。
新
事
業
を

模
索
し
て
、
安
定
し
た
運

営
を

目
指

し
て

い
く

こ
と

も
可

能
で

す
。

以
上

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

10
3
反

対
・

地
域

貢
献

の
取

組

１
.老

健
施
設
の
民
営
化
に
は

反
対

で
す

。
規

模
を

縮
少

し
て

で
も

継
続

を
願

い
ま

す
。

サ
高
住
は
増
え
て
い
ま
す

が
、

緊
急

的
、

経
済

的
な

問
題

を
抱

え
て

い
る

市
民

に
と

っ
て
は
、
最
後
の
砦
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
こ
の
施
設
の
中
で
、

た
く

さ
ん

の
市

民
が

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

活
動

し
て

い
ま
す
。

福
祉
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を

し
た

い
と

い
う

市
民

は
多

い
と

思
い

ま
す

。
私

も
こ

の
施
設
で
研
修
を
受
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

も
増
え
、
利
用
者
の
方
も

と
て

も
喜

ん
で

下
さ

る
の

で
、

や
り

甲
斐

を
感

じ
て

い
ま

す
。

こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け

入
れ

て
、

市
民

が
活

動
す

る
場

を
提

供
し
て
下
さ
っ
て
い
る
施
設
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成

に
力

を
入

れ
て

お
ら

れ
る

の
で

し
ょ

う
。

３
．
利
用
さ
れ
て
い
る
方

々
が

、
い

つ
も

と
て

も
い

い
顔

を
さ

れ
て

い
ま

す
。

職
員
の
方
が
日
々
丁
寧
に

接
し

て
お

ら
れ

る
の

だ
と

思
い

ま
す

。
利
益
で
な
く
利
用
者
目
線

で
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

は
、

福
祉

分
野

で
と

て
も

大
事

な
こ

と
と
思
い
ま
す
。

４
.こ

の
施
設
を
た
く
さ
ん
の

議
員

の
方

に
見

て
頂

き
、

存
続

の
必

要
性

や
重

要
性

を
感

じ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

10
4
そ

の
他

吹
田
老
健
に
入
所
し
て
る

者
で

す
面
会
の
差
し
入
れ
厳
し
す

ぎ
る

い
つ
ま
で
も
コ
ロ
ナ
を
引

き
ず

っ
て

る
三
階
の
看
護
師
上
か
ら
目

線
挨

拶
し

て
も

知
ら

ん
顔

見
て

上
げ

て
る

感
す

ご
い

入
所

者
気
使
っ
て
る
よ
う
に
見
え
る

10
5
反

対

高
齢
者
が
増
え
る
と
民
間

施
設

で
受

け
入

れ
が

難
し

い
事

例
が

増
え

て
く

る
こ

と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
吹
田
労
健
の
役
割
が
担
い
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
公
の
施
設
と
し
て

残
し

て
く

だ
さ

い
。

　
●
●
●
　
●
●
　
●
●

●

10
6
反

対

赤
字
を
理
由
の
１
つ
に
あ

り
方

と
な

っ
て

い
ま

す
が

こ
う
い
っ
た
施
設
は
超
高

れ
化

社
会

の
今

必
要
不
可
欠
な
場
所
で
あ

り
、

て
い

な
い

な
対

応
す
る
べ
き
所
で
経
営
の
む

ず
か

し
さ

は
仕
分
の
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま

す
。

お
金
が
な
い
か
ら
で
な
く

市
民

に
と

っ
て

必
要
な
の
か
、
そ
の
中
で

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

か
き
ち
ん
と
考
え
た
上
で
ど

う
す

る
の

か
考

え
る

べ
き

で
す

10
7
反

対
地
域
の
民
間
の
老
人
施
設

も
、

経
営

離
や

人
手

不
足

な
ど

で
、

ど
ん

ど
ん

減
っ

て
い

ま
す
。

入
院
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

、
家

に
帰

れ
な

い
。

1人
で

、
暮

ら
せ

な
い

高
令

者
の

受
け

皿
と
し
て
、
老
達
は
、
絶
対
必
要
で
す

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

10
8
反

対
吹
田
老
健
は
市
の
財
産
な

の
で

安
易

な
売

却
を

す
る

の
は

や
め

て
下

さ
い

。

10
9
反

対

20
年
以
上
前
に
看
護
師
と
し

て
働

い
て

い
ま

し
た

。
他
の
施
設
に
は
入
所
が
難

し
い

場
合

な
ど

に
受

け
入

れ
て

も
ら

え
た

経
験

を
し

、
本

当
に
必
要
な
施
設
で
あ
っ
た
し
、
今
後
も
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

改
め
て
、
存
続
を
強
く
望

み
ま

す
。

11
0
反

対
現
行
で
も
、
必
要
な
方
々

が
多

く
な

っ
て

い
る

の
に

、
早

急
に

問
題

を
考

え
る

と
こ

の
ま
ま
残
し
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

11
1
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

・
反

対

こ
の
パ
ブ
コ
メ
の
期
日
が

あ
ま

り
に

も
短

か
く

残
念

す
ぎ

ま
す

。
ど
の
パ
ブ
コ
メ
も
「
一
応

き
き

ま
し

た
よ

」
的

に
形

だ
け

の
よ

う
に

み
え

て
あ

ま
り

市
民
の
声
を
き
き
た
く
な
い
の
で
は
…
と
怒
り
で
す
。

片
山
の
老
健
施
設
は
職
員

の
皆

さ
ん

、
経

験
と

知
識

の
あ

る
方

ば
か

り
で

是
非

吹
田

市
の
施
設
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

年
を
と
っ
て
も
安
心
し
て

く
ら

せ
る

吹
田

に
！

！

11
2
反

対
・
吹
田
市
が
必
要
と
し
て

開
設

さ
れ

た
施

設
な

の
に

、
赤

字
だ

か
ら

と
い

っ
て

閉
鎖

す
る
の
で
は
な
く
、
今
後
も
継
続
で
き
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

11
3
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

今
後
の
あ
り
方
を
決
め
る

た
め

の
決

め
方

が
拙

速
す

ぎ
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
医
療
を
必
要
と
す
る
、
急

性
期

で
は

な
い

、
利

用
者

は
多

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

11
4
反

対

福
祉
を
赤
字
・
黒
字
で
運

営
が

左
右

さ
れ

る
も

の
で

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

と
思

い
ま

す
。
運
営
が
き
び
し
く
な
る
の
な
ら
、
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
市
民

が
安
心
し
て
す
ご
せ
る
施

設
を

運
営

す
る

の
は

あ
た

り
前

の
こ

と
で

す
。

高
令
者
が
病
院
か
ら
次
に

行
け

る
所

は
、

安
心

し
て

す
ご

せ
る

老
健

で
す

。
今

ま
で

の
つ
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

"住
み
つ
づ
け
た
い
街
吹
田
"を

考
え

て
く

だ
さ

い
。

ベ
テ
ラ
ン
の
恥
員
さ
ん
の

力
は

他
で

は
手

に
入

ら
な

い
も

の
で

す
。

再
考
し
て
く
だ
さ
い
。

11
5
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

退
院
後
の
高
齢
者
が
家
庭

で
生

活
す

る
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
老

健
施

設
は

、
健

康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
必
要
な
施
設
で
す
。

赤
字
だ
か
ら
す
ぐ
廃
止
と

す
る

の
で

は
な

く
、

吹
田

市
の

高
齢

者
の

中
で

も
吹

田
老

健
で
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
が
い
る
の
が
現
状
で
す
の
の
で
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
機

能
し

て
い

る
施

設
を

存
続

す
る

と
は

、
市

民
を

守
る

う
え
で
と
っ
て
も
大
事
で
す
！
！
残
し
て
下
さ
い
！
！

（
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

11
6
反

対

　
こ
れ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ

高
令

化
社

会
に

に
向

か
っ

て
い

ま
す

。
　
そ
う
い
う
中
で
、
介
護

老
人

保
律

施
設

の
弱

体
化

は
、

絶
対

に
止

め
て

欲
し

い
と

思
い
ま
す
。

　
高
令
者
が
入
院
し
、
在

宅
復

帰
を

目
指

す
次

の
段

階
と

し
て

の
、

看
護

や
リ

ハ
ビ

リ
、
介
渡
を
行
え
る
老
健
は
、
是
非
、
市
の
責
任
で
や
っ
て
欲
し
い
で

す
。

11
7
反

対

老
健
は
本
来
、
在
宅
を
最

終
目

的
と

い
う

役
割

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

が
特

養
と

の
違

い
で
す
。
こ
う
い
っ
た
目
的
の
為
、
リ
ハ
ビ
リ
も
ち
ゃ
ん
と
機
能
し
て

い
る
は
ず
で
す
。

利
用
者
さ
ん
も
50

才
前
後
～

60
前

後
の

方
も

い
る

は
ず

で
す

。
そ
の
方
達
は
、
家
に
帰
る

こ
と

を
目

標
に

リ
ハ

ビ
リ

を
頑

張
っ

て
い

る
の

で
す

。
吹
田
市
が
か
ら
ん
で
い
た

の
で

民
間

と
比

べ
、

き
ち

ん
と

体
制

が
で

き
て

い
ま

し
た

。
そ
し
て
、
他
施
設
と
比
べ
安
価
。
継
続
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

追
記

　
医
療
体
制
も
し
っ
か
り

し
て

い
ま

す
（
Dr

.看
護
師
も
、
ス
タ
ッ

フ
の

４
割

程
度

占
め

て
い

る
。

11
8
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

●
●
●
●
●
●
に
住
ん
で

い
ま

す
。

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

人
や

家
族

に
と

っ
て

、
老

健
は

大
事

は
施

設
で

す
。

地
域

の
老
人
福
祉
を
さ
さ
え
る
施
設
だ
と
も
思
い
ま
す
。
赤
学
つ
づ
き
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
な

く
さ

ず
、

存
続

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

11
9
反

対
年
を
と
っ
て
も
自
立
し
て

、
安

心
し

て
在

宅
で

生
活

で
き

る
こ

と
は

と
て

も
大

切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

親
が
介
護
状
能
に
な
っ
た

ら
、

子
ど

も
世

代
が

仕
事

を
続

け
ら

れ
な

く
な

る
こ

と
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
っ
た
ら
、
高
令
者
だ
け
で
な
く
、
現
え
き
世
代

に
と
っ
て
も
大
切
で
す
。

社
会

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
に

も
公

の
責

任
で

老
健

を
守

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

12
0
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望
・
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高

齢
者

が
増

え
る

の
で

、
受

け
入

れ
る

所
が

１
つ

で
も

多
く

あ
る
と
安
心
。

12
1
反

対
公
の
老
健
施
設
は
、
吹
田

市
の

大
切

な
施

設
で

す
。

存
続
を
望
み
ま
す
。

高
令
者
の
人
口
が
年
々
ふ

え
る

中
、

病
院

退
院

後
の

看
護

や
リ

ハ
ビ

リ
の

施
設

と
し

て
、
今
の
ま
ま
継
続
し
て
欲
し
い
で
す
。

12
2
地

域
貢

献
の

取
組

・
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

回
想
法
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て

い
る

ひ
と

り
な

ん
で

す
が

と
て

も
意

義
の

あ
る

取
組

な
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
動
を
続
け
た
い
。
残
し
て
ほ
し
い
。

老
健
は
絶
対
、
必
要
で
す

。
！

！
署
名
運
動
し
た
い
。

（
38
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

12
3
反

対
　
民
間
の
施
設
も
増
え
、

サ
ー

ビ
ス

も
そ

れ
な

り
に

あ
る

と
は

思
い

ま
す

が
、

吹
田

市
と
し
て
の
施
設
と
し
て

、
残
し
て
ほ
し
い
。

　
公
的
な
施
設
と
し
て

12
4
反

対
・

決
定

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス

・
赤
字
だ
か
ら
、
「
公
的

責
任

か
ら

手
を

ひ
く

」
あ

り
き

に
は

反
対

。
ま
す
ま
す
高
令
化
が
す
す

む
日

本
の

将
来

を
す

べ
て

を
民

営
化

に
梶

取
り

し
て

い
く

の
は
、
地
方
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
と
思
う
。
公
的
責
任
に

に
つ
い
て
、
市
議
会
で
も

っ
と

議
会

で
議

論
し

て
ほ

し
い

。
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
、

も
っ

と
余

裕
を

も
っ

て
集

約
し

て
し

ほ
し

い
。

12
5
反

対
退
院
後
の
高
令
者
が
家
庭

で
生

活
す

る
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
老

健
施

設
は

、
一

人
世
帯
が
ふ
え
て
る
中
、
健
康
で
く
ら
せ
る
町
に
必
要
な
施
設
で
す
。

吹
田
市
が
責
任
を
持
っ
て

運
営

し
て

欲
し

い
。

12
6
反

対
・

事
業

団
職

員
の

処
遇

・
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て

き
て

い
る

現
状

の
中

で
、

老
健

施
設

が
な

く
な

る
と

い
う

こ
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

吹
田
市
の
施
設
と
し
て
、

老
達

は
の

こ
し

て
ほ

し
い

で
す

。
又
、
そ
こ
で
働
く
専
門
職

員
を

守
っ

て
い

く
こ

と
も

、
大

切
な

こ
と

で
す

。
こ
れ
ま
で
の
老
健
の
役
割

が
担

い
続

け
ら

れ
る

よ
う

要
望

し
ま

す
。

12
7
反

対
　
民
間
施
設
に
入
れ
な
い

人
の

受
け

入
れ

先
と

し
て

、
公

の
施

設
で

あ
る

老
健

は
ぜ

ひ
残
し
て
欲
し
い
で
す
。
本
当
に
必
要
な
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。

12
8
反

対
退
院
後
に
家
庭
生
活
を
送

る
た

め
の

ワ
ン

ク
ッ

シ
ョ

ン
。

今
後
も
利
用
す
る
方
が
増

加
す

る
こ

と
は

予
想

さ
れ

ま
す

。
公
的
な
責
任
で
運
営
し
つ

づ
け

て
下

さ
い

。

12
9
決

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

・
そ

の
他

・
長
ら
く
市
民
の
健
康
維

持
、

補
助

の
為

に
作

ら
れ

活
か

さ
れ

て
き

た
施

設
を

何
故

急
い
で
市
民
の
声
も
聞
か
ず
、
問
わ
ず
に
無
く
そ
う
と
さ
れ
る
の
で
す

か
？

・
市
民
病
院
が
健
都
に
移

転
と

す
る

折
に

も
一

切
老

健
の

こ
と

に
説

明
も

な
く

今
後

の
予
定
も
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
拙
速
な
進
め
方
だ
と
思
い
ま
す
。

今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
市

の
声

を
聞

い
て

検
討

を
し

て
頂

き
た

い
と

思
い

ま
す

・
新
た
な
老
健
を
建
設
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

下
さ

い
。

13
0
反

対
老
健
施
設
は
吹
田
市
の
施

設
と

し
て

残
し

て
欲

し
い

こ
れ
か
ら
増
々
老
人
が
増

え
て

い
く

中
で

な
く

す
の

は
お

か
し

い
。

生
き
が
い
や
居
場
所
づ
く

り
に

必
要

で
は

な
い

か
。

（
39
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

13
1
反

対
・

介
護

人
材

の
外

部
流

出
に

対
す

る
懸

念

地
域
に
高
齢
者
福
祉
の
担

手
は

必
要

で
す

。
公
の
施
設
か
ら
経
験
と
知

識
が

豊
富

な
介

護
職

員
が

い
な

く
な

る
こ

と
は

問
題

で
す

。
老
健
施
設
は
吹
田
市
の
施
設
と
し
て
、
絶
対
残
し
て
欲
し
い
で
す
！

13
2
介

護
人

材
の

外
部

流
出

に
対

す
る

懸
念

老
健
施
設
を
残
し
て
欲
し

い
。

施
設

を
利

用
し

て
い

た
の

で
本

当
に

感
じ

の
い

い
職

員
さ
ん
達
で
し
た
。

話
し
も
し
や
す
く
、
相
談

に
も

乗
っ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
　
本
当
に
福
祉
の
担
い
手

と
し

て
残

し
て

欲
し

い
。

13
3
反

対
・
退
院
後
に
高
令
者
、
特

に
１

人
ぐ

ら
し

の
人

が
家

庭
で

生
活

す
る

た
め

リ
ハ

ビ
リ

を
行
う
老
健
施
設
は
絶
対
必
要
な
も
の
で
す
。

・
今
で
も
少
な
い
老
健
施

設
で

す
。

民
間

で
は

受
け

入
れ

が
む

ず
か

し
い

（
費

用
）

中
、
絶
対
に
無
さ
な
い
で
ほ
し
い
、
公
の
施
設
と
し
て
で
す
。

13
4
反

対

　
吹
田
市
介
護
老
人
施
設

の
存

続
を

求
め

ま
す

。
・
介
護
施
設
は
ど
こ
も
き

び
し

い
運

営
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
・
し
か
し
、
高
齢
化
が
一

段
と

す
す

み
介

護
施

設
の

役
割

は
ま

す
ま

す
増

大
し

て
い

る
の
も
事
実
で
す
。

退
院
後
の
生
活
の
自
立
を

支
援

す
る

中
間

的
な

施
設

は
重

要
で

す
。

入
所

は
入

り
た

く
て
も
入
れ
な
い
の
が
現
実
。
短
期
的
な
入
所
の
あ
り
方
が
定
員
を
充

足
で
き
な
い
の
も
問
題
。

制
度

を
改

善
す

る
こ

と
が

必
要

。

・
市
民
が
老
後
を
安
心
し

て
、

迎
え

る
た

め
に

は
、

吹
田

市
が

公
的

な
責

任
を

発
揮

す
る
と
き
で
す
。

・
吹
田
市
は
唯
一
の
老
健

施
設

の
運

営
を

支
え

る
こ

と
が

最
善

だ
と

考
え

ま
す

。

13
5
反

対

高
齢
者
の
人
口
が
増
え
、

ま
す

ま
す

老
健

施
設

の
役

割
が

必
要

に
な

っ
て

い
る

今
、

吹
田
市
の
施
設
と
し
て
、
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

病
院
退
院
後
、
在
宅
で
の

生
活

が
難

し
い

状
況

で
、

リ
ハ

ビ
リ

が
出

来
る

施
設

は
、

老
人
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
こ
と
か
、
家
族
が
体
験
出
来
た
こ
と
は
、

余
計
に
実
感
し
ま
す
。

大
事
な
施
設
は
、
吹
田
市

と
し

て
、

心
か

ら
残

し
て

ほ
し

い
と

願
い

ま
す

。

13
6
反

対
老
健
施
設
を
吹
田
市
の
施

設
と

し
て

残
し

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

13
7
反

対
　
吹
田
老
健
は
、
退
院
後

に
リ

ハ
ビ

リ
な

ど
を

行
い

、
自

宅
へ

帰
っ

て
も

自
立

し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
場
す
る
施
設
と
し
て
、
長
年
、
市
民
生
活
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
近
所
の
高

令
女

性
も

お
せ

わ
に

な
り

、
今

で
は

バ
キ

ー
で

歩
け

る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
が
安
心
し
て
高
令
期

を
迎

え
ら

れ
る

た
め

に
も

、
吹

田
市

が
公

的
責

任
を

発
揮

し
運
営
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
存
続
の
た
の
、
努
力
し
て
ほ
し
い
。

（
40
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

13
8
民

間
事

業
者

に
対

す
る

懸
念

吹
田
市
内
を
見
渡
し
回
る

と
、

道
路

・
公

園
・

に
タ

バ
コ

の
吸

殻
や

犬
の

フ
ン

・
菓

子
ゴ
ミ
電
気
製
品
や
弁
当
ゴ
ミ
が
連
日
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
自
分

達
の
生
ま
れ
育
っ
た
吹
田

の
街

を
ゴ

ミ
の

街
に

す
る

の
か

と
考

え
る

日
々

で
す

。
今

、
私
が
思
い
つ
く
の
は
、
「
古
里
」
と
思
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
？
と
い
う
も
の
で
す
。

千
里

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

が
出

来
て

50
年

以
上

生
ま

れ
た

人
も

育
っ
た
人
も
多
い
と
思
う
が
、
ま
だ
何
世
代
も
重
な
っ
た
街
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
「
古
里
」
は

子
供

を
安

心
し

て
産

め
て

育
て

、
そ

し
て

働
い

て
年

老
い

て
ゆ
く
、
そ
の
人
生
を
安
全
・
安
心
し
て
暮
し
繋
い
で
ゆ
く
と
思
え
る

街
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

吹
田
市
は
土
地
開
発
な
ど

で
ド

ン
ド

ン
人

口
を

増
や

し
て

い
る

。
し

か
し

、
終

の
す

み
か
と
し
て
安
心
出
来
る
街
と
な
っ
て
い
く
の
か
？
吹
田
市
の
こ
の
計

画
は
こ
れ
に
反
す
る
物
と

思
う

。
国

鉄
民

営
化

以
降

の
公

共
事

業
を

民
間

に
し

て
、

こ
の
社
会
で
ま
と
も
に
事
業
発
展
し
て
、
安
全
安
心
し
事
故
も
不
正
も

起
こ
し
て
い
な
い
事
業
は

無
い

し
、

民
営

化
は

大
き

な
失

敗
と

言
え

る
。

民
間

に
任

せ
る
以
上
採
算
か
ら
利
益
優
先
で
公
共
性
が
削
が
れ
て
ゆ
く
。
ま
し
て

今
回
は
直
接
に
人
・
老
人

で
あ

る
。

最
近

起
こ

っ
て

い
る

イ
ジ

メ
・

景
力

が
行

な
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
改
修
期
に
岸
部
に
移
転
し
各
医
療
機
関
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
。

で
は

財
源

は
、

今
行

な
わ

れ
て

い
る

、
市

の
北

千
里

・
佐

井
寺
再
開
発
事
業
を
中
止
し
て
、
「
古
里
」
再
生
に
向
け
る
べ
き
で
あ

る

13
9
反

対
・

事
業

団
職

員
の

処
遇

　
公
の
施
設
か
ら
経
験
と

知
識

が
豊

か
な

介
護

転
員

が
い

な
く

な
る

こ
と

は
問

題
で

あ
り
、
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
市
民
に
と
っ

て
、
大
変
心
配
な
状
況
に

な
り

ま
す

。
本

来
は

国
が

安
心

安
全

な
暮

ら
し

を
率

先
し

て
、
自
治
体
を
指
導
し
て
、
税
金
を
住
民
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
当
り

前
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か

し
、

身
近

な
吹

田
市

が
責

任
を

、
も

っ
て

、
ま

ず
は

住
民
を
優
先
し
て
、
公
の
施
設
と
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
残
し
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
働

く
職

員
の

生
活

保
障

に
も

力
を

入
れ

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。
命
を
預
か
る
転
場
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
職
員
さ
ん
達
が
長
く
働
け

る
よ
う
な
賃
金
保
障
が
重

要
で

す
。

14
0
反

対
・

地
域

貢
献

の
取

組

ま
す
ま
す
進
む
、
高
齢
化

社
会

。
高

齢
者

の
生

命
と

健
康

を
守

る
の

は
言

わ
ず

も
が

を
行
政
・
市
の
任
務
で
あ
る
。

「
老
健
施
設
」
が
赤
字
な

の
は

、
ま

す
ま

す
重

要
に

な
っ

て
き

た
か

ら
で

は
？

む
し

ろ
他
の
地
域
に
も
こ
の
よ
う
な
施
設
は
公
的
責
任
と
し
て
ふ
や
し
て
い

く
べ
き
で
は
？

　
私
の
住
む
山
田
地
域
は

、
カ

フ
ェ

適
施

設
の

利
用

者
は

ま
す

ま
す

増
加

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
も
い
き
い
き
と
活
勤
し
て
い
る
。
「
1
0
0
才
体
操
」
も
実
施
場

所
人
数
も
ふ
え
て
い
る
と

聞
く

。
　
吹
田
市
の
介
護
老
人
健

康
施

設
の

よ
う

な
実

績
あ

る
機

関
や

施
設

は
ま

す
ま

す
求

め
ら
れ
、
現
存
す
る
「
吹
田
老
健
」
守
り
、
地
域
の
人
々
と
存
続
さ
せ

て い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。

む
し

ろ
充

実
、

発
展

さ
せ

る
べ

き
と

思
い

ま
す

。

14
1
反

対
高
令
者
の
人
口
が
増
え
る

と
、

民
間

施
設

で
受

け
入

れ
が

難
し

い
事

例
が

増
え

る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
吹
田
老
健
の
役
割
が
担
い
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
公
の
施
設
と

し
て

残
し

て
く

だ
さ

い
。

（
41
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

14
2
反

対

　
吹
田
市
介
護
老
人
健
康

施
設

で
、

在
宅

復
帰

を
目

的
と

し
て

入
所

し
、

退
院

後
、

看
護
や
リ
ハ
リ
ビ
、
介
護
を
行
っ
て
の
在
宅
復
帰
率
は
５
０
％
に
も
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今

後
、

高
齢

者
が

更
に

増
え

る
と

、
私

の
様

に
難

病
を

抱
え

た
人
達
も
増
え
、
民
間
施
設
で
受
け
入
れ
が
難
し
い
事
例
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
吹
田
老
健

の
役

割
が

担
い

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

公
の

施
設

と
し

て
残

し
て
下
さ
い
。

　
吹
田
市
●
●
●
●
（
●

●
●

）

14
3
反

対

①
吹
田
片
山
地
域
の
介
護

老
人

健
施

設
は

公
的

で
必

要
で

す
。

な
く

し
て

は
な

ら
な

い
も
の
で
す
。

②
在
宅
復
帰
を
目
的
と
し

て
入

所
、

病
院

か
ら

退
院

後
の

リ
ハ

ビ
リ

に
高

令
者

家
庭

で
生
活
す
る
た
め
に
は
絶
対
に
必
要
な
現
在
老
健
施
設
を
残
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　
吹
田
市
が
責
任
を
も
っ

て
運

営
し

て
欲

し
い

で
す

。

　
●
●
●
●

　
　
●
●
●
●

14
4
反

対
・

介
護

人
材

の
外

部
流

出
に

対
す

る
懸

念

　
公
の
施
設
に
は
、
経
験

と
知

識
が

豊
富

な
介

護
職

員
の

方
々

が
大

勢
お

ら
れ

ま
す

。
そ
の
方
々
が
、
い
な
く
な
る
こ
と
は
、
問
題
で
す
。
老
健
施
設
は
、

吹
田
市
の
施
設
と
し
て
残

し
て

欲
し

い
で

す
。

　
●
●
●
、
●
●
　
●
●

14
5
反

対

え
っ
！
あ
の
老
健
施
設
を

つ
ぶ

す
ん

で
す

っ
て

！
！

老
人
施
設
が
、
今
後
入
所

も
き

び
し

く
て

、
私

の
老

後
が

心
配

の
日

々
で

す
の

に
、

吹
田
市
が
、
先
進
的
に
作
っ
て
き
た
施
設
を
、
そ
ん
な
に
急
い
で
つ
ぶ

す
の
は
ひ
ど
い
と
思
い
ま

す
。

　
公
共
を
担
う
市
役
所
が

、
な

ん
で

も
民

間
ま

か
せ

で
は

、
財

力
の

き
び

し
い

人
、

情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
人
等
々
、
こ
ぼ
れ
て
い
く
の
は
目
に
み
え

て
い
ま
す
。

私
の
回
り
で
も
、
老
健
で

お
世

話
に

な
っ

て
本

当
に

助
か

っ
た

と
い

う
人

達
が

何
人

か
い
ま
す
。
職
員
さ
ん
も
て
い
ね
い
で
よ
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
役
所
は
市
民
の
生
活
と

健
康

を
守

る
た

め
の

支
出

は
し

っ
か

り
す

べ
き

で
す

。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
42
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

14
6
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

存
続

を
希

望

母
が
認
知
症
で
お
世
話
に

な
り

ま
し

た
て
い
ね
い
に
接
し
て
頂
き

、
家
族
に
し
て
は
、
急
に
入

れ
る

施
設

が
な

い
折

に
非
常
に
世
話
に
な
り
ま
し

た
こ
う
い
う
施
設
は
ぜ
い
ひ

必
要

で
す

な
く
す
の
は
絶
対
反
対
で

す

14
7
反

対
・

地
域

貢
献

の
取

組

地
域
に
高
令
者
福
祉
の
担

い
手

は
、

今
後

も
増

々
必

要
で

す
。

特
に
片
山
地
域
に
は
こ
の

よ
う

な
施

設
が

な
く

、
大

切
な

財
産

で
す

。
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も

多
く

の
人

が
活

動
さ

れ
て

い
る

と
聞

き
ま

す
。

今
後

も
継
続
し
て
で
き
る
た
め
に
も
残
し
て
下
さ
い
。

14
8
反

対
　
健
康
で
暮
ら
せ
る
吹
田

市
を

続
け

て
い

く
た

め
に

長
き

に
わ

た
っ

て
高

れ
い

者
の

く
ら
し
を
支
え
て
き
て
頂
い
た
吹
田
の
老
健
施
設
の
存
続
は
絶
対
必
要

で
す
。

　
存
続
を
お
ね
が
い
し
ま

す
。

14
9
反

対

高
齢
化
社
会
に
進
ん
で
い

く
中

で
、

老
健

施
設

は
な

く
て

は
な

ら
な

い
も

の
で

す
。

な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
、
吹

田
市

が
手

を
抜

こ
う

と
し

て
い

る
の

か
、

理
解

で
き

ま
せ

ん
。

高
齢
化
社
会
に
進
ん
で
い

く
中

で
老

健
施

設
は

、
無

く
て

は
な

ら
な

い
も

の
で

す
。

な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
、
ま

た
、

な
ぜ

吹
田

市
が

手
を

抜
こ

う
と

し
て

い
る

の
か

理
解

で
き
ま
せ
ん

（
43
）
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No
分

類
　

　
　

　
　

提
出

意
見

　
※

個
人

情
報

は
●

に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

15
0
反

対

（
素
案
）
の
７
.吹

田
老
健
及

び
事

業
団

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
比

較
検

討
、

ア
現

状
維
持
[
Ａ
案
]
を
支
持
し
ま
す
。

８
.吹

田
老
健
の
あ
り
方
に
つ

い
て

の
今

後
の

方
向

性
（
1）

介
護
保
後
施
設
と
し
て

の
必

要
性

（
2）

公
の
施
設
と
し
て
の
必

要
性

（
3）

事
栄
譲
渡
の
実
現
可
能

性
読
む
と
、
民
間
事
業
者
へ

の
事

業
譲

渡
あ

り
き

で
、

進
め

よ
う

と
し

て
い

ま
す

。
経
営
状
況
の
悪
化
で
、
市

が
、

予
算

を
補

填
す

る
こ

と
を

中
止

す
る

た
め

に
考

え
て

い
る
よ
う
で
、
ま
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
 
吹
田
老
健
は
、
福
祉
事
業
を

し
て
い
る
の
で
、
あ
っ
て

、
も

う
け

る
こ

と
が

前
提

で
は

、
あ

り
ま

せ
ん

。
今

ま
で

資
金
不
足
を
、
職
員
の
賃
金
抑
制
で
、
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
経
営
状

況
の
悪
化
は
、
国
の
介
護

保
険

制
度

に
問

題
が

あ
る

か
ら

で
す

。
今
後
、
制
度
の
見
直
し
で

、
変

わ
る

は
ず

。
市

か
ら

も
、

国
へ

、
改

善
を

要
求

す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
吹
田
老
健
の
建
物
、
施
設
は
古
い
で
す
が
ゆ
っ
た

り
と
し
て
、
雰
囲
気
は
良

く
、

職
員

も
、

利
用

者
さ

ん
も

、
明

る
く

楽
し

そ
う

で
す

。
（
私
は
、
月
、
3
日
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
）
学

生
さ
ん
の
研
修
も
引
き
受

け
て

、
良

い
学

び
と

な
っ

て
い

る
は

ず
で

す
。

吹
田

老
健

は
病
院
を
退
院
す
る
高
齢
者
が
そ
の
ま
ま
家
に
帰
る
の
が
困
難
な
方
を

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
、
家
に

帰
れ

る
状

態
ま

で
お

世
話

を
し

て
い

る
よ

う
で

す
。

民
間
の
介
護
施
設
も
あ
り

ま
す

が
、

公
立

の
介

護
施

設
も

必
要

で
す

。
今
ま
で
築
い
て
き
た
吹
田

老
健

の
歴

史
を

市
の

財
産

と
し

て
こ

れ
か

ら
も

、
発

展
し

て
欲
し
い
。

（
44
）
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議
案
第
47
号
参
考
資
料

福
祉
部
高
齢
福
祉
室

項
目

ウ
エ
ル
ハ
ウ
ス
協
和

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
吹
田

千
里

た
る
み
の
里

つ
く
も

吹
田
徳
洲
苑

（
参
考
）

吹
田
市

介
護
老
人

保
健
施
設

定
員

13
6人

10
0人

10
0人

13
3人

90
人

15
9人

10
0人

入
所
者
数

12
7人

79
人

97
人

11
4人

81
人

15
3人

73
.4
人

稼
働
率

93
.4
%

79
.0
%

97
.0
%

85
.7
%

90
.0
%

96
.2
%

73
.4
%

※
 吹

田
市
介
護
老
人
保
健
施
設
は
令
和
７
年
度
（
20
25
年
度
）
平
均
入
所
者
数
。

※
 吹

田
市
介
護
老
人
保
健
施
設
以
外
は
令
和
８
年
（
20
26
年
）
３
月
31
日
時
点
の
入
所
者
を
各
施
設
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
り
確
認
。

市
内
民
間
介
護
老
人
保
健
施
設
の
稼

働
状
況
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議案第 47号参考資料 

福祉部高齢福祉室 

 

吹田市介護老人保健施設及び一般財団法人吹田市介護老人保健施設事業団の 

今後のあり方に関する方針における大規模改修費・解体撤去費の積算根拠 

 

（単位：百万円） 

区分 金額 

大規模改修 建築工事 741 

 電気設備工事 255 

 機械設備工事 491 

 委託料（設計、工事監理） 70 

 計  1,557 

解体撤去 解体撤去工事 893 

 委託料（設計、工事監理） 55 

 計  948 

合計 2,505 

※ 過去の実績等を参考とした概算推計 
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譲
渡
前

譲
渡
後

入
所
者

職
員
の
処
遇

建
物

土
地

1
兵
庫
県
伊
丹
市

平
成
21
年
（
20
09
年
）
４
月

社
会
福
祉
法
人

伊
丹
市
社
会
福
祉
事
業
団

社
会
福
祉
法
人

伊
丹
市
社
会
福
祉
事
業
団

継
続
入
所

継
続
雇
用

無
償
譲
渡

無
償
貸
付

2
大
阪
府
豊
中
市

令
和
２
年
（
20
20
年
）
４
月

一
般
財
団
法
人

豊
中
市
医
療
保
健
セ
ン

タ
ー

社
会
福
祉
法
人

大
阪
府
社
会
福
祉
事
業
団

継
続
入
所

継
続
雇
用

無
償
譲
渡

有
償
貸
付

3
大
阪
府
大
阪
市

令
和
２
年
（
20
20
年
）
４
月

医
療
法
人
　
清
翠
会

ほ
か
４
法
人

医
療
法
人
　
清
翠
会

ほ
か
４
法
人

継
続
入
所

継
続
雇
用

有
償
貸
付

有
償
貸
付

議
案
第
4
7
号
参
考
資
料

福
祉
部
高
齢
福
祉
室

公
設
の
介
護
老
人
保
健
施
設
を
民
間
に
事
業
譲
渡
し
た
近
隣
自
治
体
の
主
な
事
例

自
治
体

譲
渡
時
期

運
営
法
人

概
要
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議案第 47号参考資料 

福祉部高齢福祉室 

 

買戻し特約の詳細 

 

項目 内容 

定義 
不動産の売主が、売買契約と同時に、将来その不動産を

買い戻すことができる権利を留保する特約 

法的根拠 民法第 579条～第 585条 

設定方法 
売買契約と同時に設定することが必要（後からの設定は

不可） 

買戻し期間 最長 10年間 

買戻し代金 売買代金＋契約費用 が原則 

対抗要件 不動産登記が必要（買戻特約の登記） 

第三者への対抗 登記により第三者（転得者）にも対抗可能 

行使方法 期間内に買戻し代金を提供して行使 

効果 買戻しにより所有権が売主に復帰する 

特約の消滅 

・期間満了 

・買戻権の行使 

・買戻権の不行使 

・買戻権の放棄 
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